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u
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b
o
d
u
n
i
m
i
n
，
 

上
に

て
天

，
下

に
て

地
が

命
じ

し
た
め

，
我

れ
，

眼
も
て

見
ざ

り
し

耳
も
て

聞
か
ざ
り
し
(
ま
で
に
)
，
我
が
民
と
と
も
に

，

ilgaru 
k
u
n
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b
e
r
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n
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u
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u
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t
u
q
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前
(

東
)

に
は

日
の

生
ま

れ
る

地
へ

，
右

(
南

)
に

は
日

の
巽

中
な

る
地

へ
西

に
は

日
の
沈
む
地
へ
，

左
(

北
〉

に
は

夜
の

員
中

な
る

地
へ

，
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a
z
r
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n
u
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克
ち
お
え
た
り
，
我
れ
。

ZiE
な

る
そ

の
金

を
，

白
き

そ
の
銀
を

，
縁
取
り

た
る

そ
の

網
を

，
穀
物
の
そ
の
澗
を
，
駿
れ
た
る
そ
の
馬
を
，
そ
の
種
馬
を

，
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山
口
・
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内

α
r
s
'
1
0
-
H
r

加
畑
山
明

L
巾
吊
U

飴
品
?
州
開
崎
市
旦
〉
湖
周
円
品
び

向山同

E
B
-
(口
Z
H
?巴
・
)

対
「
持
い
A
V

・
帥
持
営
。

⑮
 

吋

E
Z
E
B
P
げ
。
門
同
ロ
ロ
同
自
由

A
印
刷
苫
ロ

g
v
R
H
r
p
m神
山
ゲ
四
円
巴

S
-
(-uO円吉
E
S同〉
ロ

ゲ

ロ

宮

町

州
宮
川
市
hv

子
u

こ
ρ
州
沖
な
潤
寄
れ
悦
情
論
戸
、
情
4
L
F
汁
守
、
持
斗
F
M

議
論
「
抽
出
怜
刊
H
q
-

持
営
。
帥
押
砂
川河
品
円
糊
時
円
円
〈

と
し
る
す
と
お
り
、

縁
取
り
た
る
絹
、

カ
ガ
ン
の
率
い
る
チ
品
ル
ク
軍
陵
の
四
方
へ
の
遠
征
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

チ
ュ
ル
ク
の
民
は
、

「
責
な
る
金
、
白
去
、
銀、

穀
物
の
酒
、
駿
馬
、
種
馬
、

-， 
タ

ン
グ
1 黒

L iE 
に句

界事
箪Y官
しさ s
たじ

み
た
)
栗
鼠
」
を
、

タ
ン
グ
l
ト
の
民
を
破
り
た
り
、
我
れ
。
そ
の
子
供
(
た
ち
)
(
。
ユ
同
)
を
、
そ
の
女
(
た
ち
〉
な
o
Z
N
M
〉
を
、
そ
の
畜
群
守
口
A
同問。

を
、
そ
の
財
産
(
官
民
B
O
を
、
そ
の
と
き
、
取
り
た
り
、

我
れ
」
(口
開
法
・
〉
、

ま
た
、
「
チ
品
ル

ク
の
民
、
飢
え
い
た
り
。

そ
の
畜
群
を
、

@
 

取
り
て
、
葺
い
た
り
、
我
れ
」
(
口
開

ω∞
・
)
な
ど
と
い
う
の
も
、
そ
の
例
に
加
え
て
よ
い
。
そ
う
し
た
征
戦
に
お
け
る
数
々
の
歯
獲
物
に
よ
っ

て
こ
そ
、
ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
は
、
カ
プ
ガ
ン
H

カ
ガ
ン
に
つ
い
て

「
貧
し
き
を
富
裕
に
な
し
た
り
、
彼
。
少
な
き
を
多
く
な
し
た
り
、
彼
」
と
語

、
我
れ
。

-9-

り

(
E
5・
口
明
広
・
〉
、
自
ら
に
関
し
て
「
貧
し
き
民
を
富
裕
に
な
し
た
り
、

我
れ
。
少
な
き
民
を
多
く
な
し
た
り
、
我
れ
」
と
誇
り
え
た
の

で
あ
る

Q
ω
5・
ロ
Z
斗・)。

要
す
る
に
、
ピ
ル
ゲ
u
カ
ガ

γ
自
身
の
言
、
ま
た
は
彼
が
語
っ
た
と
さ
れ
る
言
に
よ
れ
ば
、
チ
品
ル

ク
は
、
ウ
チ
ュ
ケ
ン
の
森
林
に
按
り
つ
つ

陵
商
活
動
を
行
な
い
、
ま
た
、
各
地
へ
の
出
寧
に
よ
っ
て
、
政
治
的
濁
立
と
あ
い
な
ら
ん
で
経
済
的
濁
立
を
も
獲
ち
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ

い
わ
ば
「
経
済
的
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
撃
を
開
会
、
う
る
で
あ
ろ
う
。

こ
に
、
我
々
は
、
彼
の
「
政
治
的
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
」
と
結
合
し
た
、

と
こ
ろ
で
、

ホ
シ
ョ
ー
ツ
ァ
イ
ダ
ム
碑
文
で
、

ビ
ル
ゲ
"
カ
ガ
ン
は
、

さ
き
に
も
引
用
し
た
如
く
、

「
上
に
て
チ
ュ
ル
ク
の
天
、

チ
ュ
ル
ク
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の
聖
な
る
地
・
水

(
C
N
釦

叶

CHcr
、

H
，b

冊
。
江
印
r

H，
口
江
戸

W

E

C
向山

J
同
町
門
戸

ωロ
σ日)
、

か
く
言
え
り
。

『
チ
品
ル
ク
の
民
、

無
く
な
ら
ざ
れ
』

と
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て
、
『
(
ふ
た
た
び
)
民
た
れ
』

と
て
、

我
が
父

エ
ル
テ
リ
シ
ュ

n
カ
ガ
ン
を
、
我
が
母
エ
ル
ビ
ル
ゲ
H

カ
ト
ゥ
ン
を
、

ま
た
、

天
は
、
そ
の
頭
上
に
て
取

り
て
、
高
き
に
持
ち
上
げ
た
り
さ
」
(
日

5
1己
・
口
開

。l
H
0

・)
と
の

べ
、

⑫
 

E

叶
C
H
c
r
σ
OL
C
H阿
倍

2
r
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F
U
3
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σ
o
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由
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己
ロ
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円
ミ
3
w
内山白色
5

6
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下
い
子
、
九
〉
沼
九
〉
品
山
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山
制
叫
第
八
片
円
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町
営

一
、

~いパ・

対
b
u凶
内

内出血可白ロ
ζ

、w

u
d

u
d
-
V
¥
品
町
"

持 Jr
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昌 吉
活 必

白
-r <司ト

口、ε
ロ
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1キ

本 E
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』戸 吋

と平 2.
「刷

叶

?Hg 
v・1

璽 ~

ゲ
巾
円

Fm
g印

品

町

活

L
F

「

、吋位
。己

(
同開
N

P

ロHW
N
Oi
N
]「
)

um 

と
語
る
。
す
な
わ
ち
、
ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ

ン
は
、
お
の
れ
の
父

エ
ル
テ
リ
シ
ユ
H

カ
ガ

ン
と
エ
ル
ビ
ル
ゲ
日
カ
ト
ゥ
ン
と
を
、
「
そ
の
頭
上
に
て
取
り

て
、
高
き
に
持
ち
上
げ
」
、

そ
れ
ぞ
れ
、

カ
ガ
ン
、
カ
ト
ゥ
ン
と
し
、

「
園
を
興
え
し
」
1
1

突
厭
第
二
可
汗
園
を

形
成
さ
せ
た
ー
ー
も
の
が

と
考
え
、
ま
た
、

「
チ
ュ
ル

ク
の
天
」

と

- 10一

「天」

で
あ
り
、
そ
れ
は
、

ま
さ
に
そ
の

「
天
」

が

「
チ
ュ

ル
ク
の
民
の
名
盤
、
無
く
な
ら
ざ
れ
L

「
チ
ュ

ル
ク
の
聖
な
る
地

・
水
」
と
が
「
チ
ュ

ル
ク
の
民
、
無
く
な
ら
ざ
れ
」
「
(
ふ
た
た
び
〉

民
た
れ
」

と
言
っ
た
が
た
め
で
あ
っ
た
、

ー
ー
ー

と

こ

う
い
う
の
で
あ
る
。

チ
ユ
ル

ク
の

民
の
名
聾
が
地
に
墜
ち
る
の
を
欲
せ
ず
、

チ
ュ
ル
ク
の
民
の
滅
亡
を
墓
ま
ぬ

「
天
」
と
「
聖
な
る

地
・
水
」
と
は
、

ほ
か
の
何
も
の
の
も
の
で
も
な
い
、

ま
さ
し
く

「
チ

品
ル
ク
の
」
そ
れ
ら
で
あ

っ
た
。

そ
れ
ら
は

チ
ュ

ル
ク
の
民
に
と
っ

で
す
ぐ
れ
て
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な
も
の
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

エ
ル
テ
リ
シ
ユ
H

カ
ガ
ン
、

エ
ル
ビ
ル
ゲ
日
カ
ト
ゥ
ン
だ
け
で
は
な
い
。

の
ち
の
ピ
ル
ゲ
"
カ
ガ
ン
、

つ
ま
り
歎
矩
(
歎
称
連
)
が

「
タ
ル
ド
ゥ

シ
ュ
の
民
」
の
上
に

「
シ
ャ
ド

〔
と
し
て
〕
立

っ
た
(
卯
包
o
-
5
・
ど
の
も
、

ま
た
、
彼
が

「
カ
ガ
ン

〔
と
し
て
〕
立
っ
た

(ρ
ミ
白
ロ
。
E
?
)
」

い
ず
れ
も
「
天
が
命
じ
し
た
め

(
吋

Z
巴
百
円
ロ
宮
門
宮
心
(】
ロ
)
忠
ロロ
)
」
で
あ
っ
た

(口
岡
山
広
一
H
ω
A
W
L-
Z

斗山

口
開

ω品・
)。

そ
の
ビ

ル
ゲ
リ
カ
ガ
ン
を
即
位
さ
せ
た

「
天
」

は

、

と

て
、
我
が
父
カ
ガ
ン
を
、

我
が
母
カ
ト

の
、も
、

そ
し
て
、

「
『チ

ュ
ル
ク
の
民
の
名
聾
、
無
く
な
ら
ざ
れ
』

ゥ
ン
を
、
持
ち
上
げ
し
天
は
、
園
を
興
え
し
天
は
、

『
チ
品
ル
ク
の
民
の
名
盤
、
無
く
な
ら
ざ
れ
』
と
て
、

〔
と
し
て
〕
立
た
し
め
た
り
き
(

E

吋
c
z
r
σ
0
仏
ロ
ロ
白
色
r
c印
ζ
o
G
σ
o-目
白
N
E

=
z
u
ュp
α
NF
H
E
P
D
-
、
吋
問
。
円
「
官
苫
ロ
o
E
『
丹
念

位
同
町
凶
作
)
」

我
れ
自
ら
を
、

そ
の
天
は
、

す1

tf、

ン



(
回
目
1
8・岡田
N
O
l
N
H
・
)
と
し
る
す
如
く
、
彼
の
雨
親
を
カ
ガ

ン、

ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ

ン
は
、
自
ら
の
即
位
に

つ
い
て
、

カ
ト

ゥ
ン
と
し
て
立
て
「
園
興
え
し
」
「
そ
の
天
」

さ
ち

「
天
が
命
じ
し
た
め
、
我
れ
自
ら
、
我
が
幸
(
A
E
)

あ
る
た
め
、

に
ほ
か
な
ら
ね
の

で
企
め
る
。

し
か
も
、

カ
ヵー

、ノ

〔
と
し
て
〕
立
ち
た
り
、
我
れ
」
と
い
う
が

(
B
P
ロ
z
u
y)
、

こ
れ
か
ら
、

我
々
は
、
「
天
」

の
「
命
」
を
う
け
る
こ
と
、

そ
れ
が
嘗
人

の
「
幸
」
に
ほ
か
な
ら
ぬ
と
観
念
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

こ
の
よ
う
に
、

「
チ
ュ

ル
ク
の
天
」
の
「
言
」
|
|
い
わ
ば
「
意
志
」
|
|、

「命
」
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
カ
ガ
ン
、

シ
ャ
ド
で
あ
り
、

zぅτ
「
天
」
か
ら
「
興
え
」
ら
れ
た
チ
ュ

ル
ク
の

「
園
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
彼
ら
の
率
い
る
チ
ュ
ル

ク
の

「
軍

兵

(
印
口
〉
」
「
チ
ュ
ル
ク
の
民
」

「
恐
れ
ず
」
に

(
A
0
2
5中
〉
「
戦
い
(
印

S
広
・)」
、
こ
れ
に
劃
し
て
、
そ
の

「敵

「
狼
の
如
く

(g岳
山
巴
」
で
あ
っ
て
、
勇
気
濠
裏、

(
可
同
可
同
)
」
が
「
羊
の
如
く

p
g
s
m
)」
な
り
、

そ
の
「
天
が
力
興

え
し
た
め
(
同
，

E
巳

r
c作
宮
門
z
r
c
gロ
)
」
「
天
が
命
、
し
し
た
め
」
で
あ

っ
た
の
は
嘗
然
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
示
す
例
は
多
い
が
、
こ
こ
で

チ
ュ
ル
ク
軍
が
こ
れ
に
「
克
っ
た

(官

N
EロE

)

」
の
も
ま
た
、

ひ
と
え
に
、

さ
ら
に
、

ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
が
「
四
隅
な
る
民
」
を
「
作
り
、
整
え
」
て

(
2・
3
同三・
〉
園
家
睦
制
を
整
備
し
え
た
の
も

「
天
が
命
じ
し
た

-11一

は
す
べ
て
省
略
す
る
。

め
」
な
ら
(
ロ
z
m
y
)
、

「死
す
べ
ぎ
民
を
生
か
せ
養
い
」
「
裸
な
る
民
を
衣
も
て
る
も
の
と
な
し
」

「
少
な
き
民
を
多
く
な
し
ー
」
え
た
の
も

「
天
が
命
じ
し
た
め
」
、

ま
た
、
彼
が

「
貧
し
き
民
を
富
裕
に
な

し
L 

「幸

運

公
正

巳
c
m)
」

「
天
」
の

「
命
」
を
こ
う
む
る
こ
と
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
本
人
の
「
幸
運
」

と
見
な
さ

か
れ
の

が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
っ
た

Q
開

N
ゆ

w

口開
N
ω
1
M
品
・)
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
ま
た
、

れ
て
い
る
貼
に
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
。
逆
に
い
え
ば
、

こ
れ
ら
は
、

⑬
 

の
み
興
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る。

「
人
の
子

(r
E
ミ
ロ
)
」
の
「
幸
運
」
は

「
天
」
の

「
命
」
に
よ
っ

て

し
か
し
、

ホ
シ
ョ
l

ツ
ア
イ
ダ
ム
碑
文
に
し
る
さ
れ
た
と
こ
ろ
、

つ
ま
り
ビ

ル
ゲ
日
カ
ガ
ン

の
考
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
天
」
は
、
す
べ

て
の
カ
ガ
ン
を
即
位
さ
せ
た
の
で
は
な
か

っ
た
。
上
に
引
用
し
た
と
お
り
、

エ
ル
テ
リ
シ
ユ
H

カ
ガ
ン
と

そ
の
子
供
ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
と
に
つ

493 

い
て
は
、
彼
ら
が

「
天
」

の
「
言
」

「
命
」
に
よ
っ
て
「
幸
運
」
を
め
ぐ
ま
れ
、

即
位
し
た
こ
と
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

エ
ル
テ
リ
シ
ユ
日
カ
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ガ
ン
の
弟
で
、
ビ
ル
ゲ
u
カ
ガ
ン
と
キ
ヨ
ル
日
テ
ギ
ン
と
の
叔
父
に
嘗
た
る
獣
畷
、

カ
プ
ガ
ン
u
カ
ガ
ン

(
O印刷】苫ロ

O
白
百
ロ
)
に
閲
し
て
は

ビ

ル
ゲ
刊
カ
ガ
ン
は

た
ん
に

(
O曲
目〕同日
)
門]白~、白
口

C
A
山円山口心仏国-

H
押
M
U
U

泳

法
浩
司V
¥

普
一
一
桁
占
「
作
時
・

]5
1]E-
)
 

。
NF
B

忠
吉
N
V話
包
白
心
胆
-
c
B
-
O
-
5
同
C門同町山

CN位
白
色
百

円削
ど
、白ロ

oE
円巴
・
(
回
一
H
0

・
口
開

@
 

同
と
こ
じ
?
〉
蜘
肺
門
パ
欄
間
uF
q
-
得
世
。
L

叩九〉
跨
(
函
)
見
)
什
行
持
M
U
U

芦
い
p
u
ごM
，V
¥
(

什
「
パ
)
M
H

パ
ヨ
。

と
し
る
す
に
す
ま
な
い
。
こ
れ
は

歎
畷
者
、
骨
附
乱
脈

(
O
E
7q
-
巴
Z
H
F
W
Oミ
白
ロ
〉
之
弟
也
、
骨
咽
融
死
時
、

其
子
向
幼
、
建
築
其
位
、
自
立
魚
可
汗
(『
通
典
』
倉
一
九
八

突
欧
中
)
。

そ
の
兄
エ
ル
テ
リ
シ
ユ
H

力
、カ
ン
の
直
系

一
族
1

1
ビ
ル
ゲ
リ
カ
ガ
ン

が
属
す
る
ー
ー
か
ら
カ
ガ
ン
位
を
「
纂
」

⑬
 

っ
て
即
位
し
た
結
果
生
じ
た
、
エ

ル
テ
リ
シ

ユ
日
カ
ガ
ン
の
直
系
一
族
と
カ
プ
ガ
ン
川
カ
ガ

ン
の
そ
れ
と
の
聞
の
封
立

・
抗
争
の
反
映
に
ほ
か
な

る
ま
い
。
つ
ま
り
、
ビ
ル
ゲ
リカ
ガ
ン
に
よ
れ
ば
、
お
の
が

一
門
か
ら
カ
ガ
ン
位
を
宴
奪
し
た
歎
畷
に
は
、
「
天
」
は
「
命
」
を
く
だ
さ
ず
、
従

と
見
え
る
よ
う
に
、
歎
吸
が
、

- 12-

っ
て

「
幸
運
」
を
興
え
な
か

っ
た
の

で
あ
る
。

(
C
)
N
郎
叶
位
。ュ

-
E己
G

J
へ
巾
同
ω
ロゲ

(
巾
2
3
門出血〉可田口円山口巴

S
1曲
目
白
門
皆

川町
5
内

(
口
開

ωω
・)

」い

行

パ

洲

崎

凡
H

N

V

M

倍

-
N
F

帥
押
な
鈷
泳
法
叫
に

δ
制
時
路
町
ぴ
斗
九
品
v
q
物
。

と
い
う
句
中
の
え

5
(我
が
叔
父
)
と
い
う
復
原
が
正
し
い
な
ら
ば

|
|
私
は
、
十
中
八
九
、
正
し
い
と
考
え
る
が
|
|、

カ
プ
ガ
ン
H

カ
ガ
ン
の
即
位
は
、

こ
の
一訟
は

上
に

の
べ
た
こ
と
の
ま

F
れ
も
な
い
傍
誼
で
あ
る
。
ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
は
、
歌
畷
、

「
天
」
ー
ー
の
み
な
ら
ず
「
聖

な
る
地
・
水
」
ー
ー
ー
の
意
に
そ
わ
ざ
る
も
の
と
見
な
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
か
。

さ
ら
に
、
パ
イ
ン

・
ツ

ォ
ク
ト
(
切
と
ロ
目
叶
印
O
E
O)

碑
文
(
ト
ニ

ュク
ク

(吋

o
b
Z
Z〉
碑
文
)
に
は
こ
う
見
え
る
。

(同
，c
Z

)
F
σ
O
門
吉
ロ
円
山
田
ロ
吋
ロ
ゲ
ロ
-
自
国
司
宏
、
H
，hL共
同
内
向
日
同
田
島

z-2・
。
曲
ロ
-白
H
M

昨日
・

中
い

F
h
w
δ

沼

し

叩

吊

)

u
q

，¥
品
町
お
吟
「
パ
，
に
斗
l

門守

山E
H
A
V

。
u
q

に
品
町
お
汁
q

・除
。
。

々P
δ Eg 
と全 ロ
に
~..; .c 

込急
パ匂
パ

吋
ぐ 曲
、十 」ヰ

同

i 2' 
白

星B可

q g 
題 曲
Iキ ぉ;
、~ :>;"' 

ロー
聖書 「。。
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"" p>: 

1¥¥1'ロ.
ロ
円《

負

債

O
白

ロ

ゲ

巾

E
B・

(
O白
巳

o
g
)
門
出

O
円
四

6
5
r門

出

0
・
=
同
内
回
}
己
C
F
C

2
ロ

叶

郎
O
H
F
E

。-一
3

同
巾
円
三
刷

4
U

守
父
母
濁
怜
汁
ア
岬
押
す
。

降局〉
u
q

父
母

湖
パ
パ
還
侮
ア
待
。
、
国
間
存
「

刈
F

H

O

W
開
設

一
、

~H叫「
d

汁
~ 

間
同
同
M
M
n
・

刊
い
司
味
。

吋
オI c; 
い円
、ロ:
てア 丙唱、、

c-' 

δ 邑
河1 己
，，~ロ

肖 0

~ E 
吋3 、.

回

-GEM-可
Z
E
E
-
(叶
阿
君

N
1
ω
・
)

箆
λ
ア

浦

〈
丹
円
斗
戸司。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
天
」
は
、
自
ら
の
「
典
え
た
」
「
カ
ン
(
カ
ガ
ン
)

を
棄
て
て

〔
シ
ナ
に
〕
服
属
し
た
」

チ
ュ
ル
ク

の
民
に

「
死
ね
」

と

命
ず
る
も
の
、

つ
ま
り
、

お
の
が
意
に
反
す
る
行
動
を
と

っ
た
場
合
に
は
そ
れ
|
|
た
と
え
チ
ュ
ル
ク
の
民
と
い
え
ど
も
、

い
な
か
え
っ
て
チ

ユ
ル
ク
の
民
た
る
が
故
に
|
|
・
に
罰
を
下
す
も
の
で
も
あ

っ
た
。
上
に
引
用
し
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
ト
ニ
ュ
ク
ク
の
き
口
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
、

チ
ュ
ル

ク
に
固
有
・
俸
統
的
な
信
仰
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
ピ
ル
ゲ
H

カ
ガ

ン
が
、
キ
ヨ
ル
H

テ
ギ

ン
の
死
に
嘗
た

っ
て
、

- 13一

立
。
円
凶
吋
郎
O己
可

2
2・
民
一
段
。
『
Z
O
O
H
U
2
mmE
5
5
5ぉ・
3
Q
Z
H
0・)

。一課

刈

声

尚

命

。

〉

見

)

市

市

斗

λ
パ

w
m
J『
λ
〈
併
時
廿
汁
占。

と
考
え
た
よ
う
に、

「
人
の
子
」
す
べ
て
が

「
死
ぬ
」
の
も
「
時
の
(?
)
天

(
紳
?
と
が
定
め
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の

で
あ
る。

と
こ
ろ
が
、
「
命
ず
る
」
の
は
「
チ
ュ

ル
ク
の
天
」
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
す
で
に
引
用
し
た
如
く
、

に
、
「
眼
も
て
見
ざ
り
し
、
耳
も
て
聞
か
ぎ
り
し
〔
ま
で
に
〕
」

四
方
を
征
し
お
え
た
の
は
、
上
な
る
「
天
し

も
、
と
れ
を
「
命
じ
し
た
め
」
で
あ
り
、

ま
た
、
「
チ
ュ

ル
ク
の
民
、

無
く
な
ら
ざ
れ
」

「(
ふ
た
た
び
〉

民
た
れ
」
と
言
っ
た
の
は
、
上
な
る

「
チ
ュ
ル

ク
の
天
」
と
な
ら
ぶ
「
チ
ュ

ル
ク
の
聖
な
る
地
・
水
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
歌
畷
、

ヵ
プ
ガ

ン
“
ヵ
ガ
ン
の

「
幸
を
認
め
な
か
っ
た
」

ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
が
、

そ
の
民
と
と
も

の
み
な
ら
ず
、

下
な
る
「
地
」

も
の
と
し
て
、
上
な
る
「
天
」
と
と
も
に
「
聖
な
る
地
・
水
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る。
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同
じ
く
ま
た
、

「
天
」

が
自
然
現
象
と
し
て
の
蒼
天
を
示
す
場
合
も
あ
っ

た
よ
う
に
、
「
地
」

が
大
地
そ
の
も
の
を
あ
ら
わ
す
の
に
用
い
ら
れ
た
例
も
あ
柄
。

「
地
・
水
」

の
語
が
、
た
ん
に

「
領
土
」
な
い
し

「
地
域
」

を
意
味
す
る
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
も
な
い
で
は
な
いゆ

し
か
し
、
前
に
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あ
げ
た
如
く

「
地
」
が

「
天
」
と
あ
わ
せ
て

「
命
ず
る
」
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
さ
い
に
は
、
そ
れ
は
、
紳
格
化
さ
れ
た
「
地
」
あ
る

い
は

「
地
祇
」
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
神
格
さ
れ
た

「
地
」
ま
た
は

「
地
祇
」
を
と
く
に
明
確
に
一示
す
表
現
、

そ
れ
が
、

「
チ

A

ル
ク

⑬
 

の
聖
な
る
地

・
水
」
で
あ

っ
た
、
ー

l
そ
う
私
は
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
チ
ュ
ル

ク
の
聖
な
る
地

・
水
」

ま
た
は
た
ん
に
「
聖
な
る
地

・

水
」
が
、

「
天
」
と
同
様
、
チ

ュ
ル
ク
の
民
に
と
っ
て
す
ぐ
れ
て
「
ナ
シ

ョ
ナ
ル
」

な
も
の

で
あ
っ

た
こ
と
は
、

す
で
に

「チ

品
ル
ク
の
天
」

の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し

犬
、
持
り
に

叶
EHF
-
Cヨ
ミ
L
L
Z
G
J
H
‘2
ω
Eゲ

Z
S
Z
E
2
5
m-
(叶
口
君

ω・)

@
 

洲

-
U
4
4
・
胞
録
。

信一
-

N
一子
(持
営
伶
)
沿
一
日
以
一
〈
討
仙川怜
汁
守

情。

「
と
く
に
子
供
の
守
り
紳
ら
し
い
女
神
に
た
い
し
て
今
日
な
お
用
い
ら
れ
る
名
前
」
、

イ
ラ
ン
起
源
の
女
神
名
で
、

@
 

そ
し
て
そ
の
紳
は
「
本
来
は
幸
一幅
一
紳
か
(?
ど
と
い
わ

こ
れ
は
、

- 14 

と
見
え
る
よ
う
に
、
「
天
」
「
聖
な
る
地
・
水
」
と
あ
い
な
ら
ん
で

「ウ

マ
イ
」

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

れ
る
。" c: 

<1 3 
""" p> 

g忌
ロ，-(7q 

()JC< 
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詰 ヨ

心

白

門

ロ

ロ

心

己

Z
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U
C

T

Q

，
¥
見
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樹
九
〉
汁
町Y

持 5
'> ::; g 
泌

-¥'r 
凶

、、
ヤ

北口
-¥1:. C73. 
、〈ロ

混 同:>-...， 

古も E: 

欠
。
-

rc-昨
日

・

品町
お
汁
守
。

(
H
H
W
ω
]
F
)
 

そ
れ
が
子

供
の
守
護
神
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
上
文
中
の
己
ヨ
ミ
忌
∞

・
・
・
官
苫
ロ

(「ウ
マ
イ
」

の
如
き
・::
カ
ト
ゥ

ン
〉
と
い
う
表
現
が
、

こ
の
さ
い
注
目
に
値
す
る
。

し
か
し
、

と
、
キ
ョ

ル
H

テ
ギ
ン

が
成
年
に
達
し
た
の
は
「
ウ
マ
イ
女
神
」

の
如
き
そ
の
母
の

「
幸
」

の
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
は

叶

Z
EU∞
・
・
・
円
山
田
百
ロ

(「天
」
の
如
き
・
-
カ
カ
ン
)
と
い
う
の

と
掛
照
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
も
、

こ
の
一
柳
名
が
ホ
シ
ョ
i

ツ
ァ
イ
ダ
ム
碑
文
、
パ
イ
ン
l

ツ
k

ク
卜
碑
文
に
そ
れ
ぞ
れ
一

例
し
か
あ
ら
わ
れ
ぬ
こ
と
な
ど
か
ら
す
る
と
、

こ
の
女

一刊
は
、
「
チ

品
ル
ク
の
天
」
「
チ
品

ル
ク
の
聖
な
る
地
・
水
」

に
比
し
て
二
義
的
な
地
位
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

主
と
し
て
ホ

シ
ョ
1

ツ
ァ
イ
ダ
ム
碑
文
に
見
え
る
ビ
ル
ゲ
日
カ
ガ
ン
の
語
、

以
上
、
我
々
は
、

ま
た
は
彼
の

語
と
し
て
し
る
さ
れ
て
い
る
も



の
か
ら
、

チ
品
ル
ク
の
信
仰
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
ト
ム
セ

ン
(〈
・
叶

F
o
s
gロ
〉
は
、
「
チ
ュ
ル

ク
の
宗
数
は
シ

ャ
マ
ニ
ズ
ム

で
あ
っ
た
」

ア
ル
タ
イ
地
域
お
よ
び
そ
の
近
迭
の
チ
ュ
ル

ク
諸
族
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
に
闘
す
る
ラ
ド
ロ
フ

(巧

-m包
-08
の
絞
越
に

@
 

主
と
し
て
擦
り
つ
つ
要
約
し
て
い

る

。

彼

の

意

見

は

、

ホ

シ

ョ

l

ツ
ァ
イ
ダ
ム
碑
文

と
い
い
、

そ
れ
を
、

そ
の
限
り
で
は
け
っ
し
て
誤
り
で
は
な
い
。

し
か
し
、

に
、
「
天
」
「
聖
な
る
地
・
水
」
「
ウ
マ
イ
女
神
」
|
|
と
り
わ
け
前
二
者
|
|
の
信
仰
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
を
、
た
ん
に
ー寸

ほチ
ヵ、品
なノレ

らク
ぬの
突信
欧 仰
第、は

シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
っ
た
」
と
い
う
一
言
で
説
明
し
き
る
の
は
、
あ
ま
り
に
非
歴
史
的
な
態
度
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

二
可
汗
園
時
代
の
建
設
に
か
か
る
ホ

シ
ョ
1

ツ
ァ
イ
ダ
ム
碑
文
に
、
シ

ャ
マ

ニ
ズ

ム
|
|
|
チ

占ル

ク
に
固
有

・
停
統
的
な
|
|
の
信
仰
が、

何

故
、
か
く
も
撃
高
に
語
ら
れ
て
い
る
の
か
。
エ
ル
テ
リ
シ
ユ
H

カ
ガ
ン
を
立
て
て
第
二
可
汗
園
を
建
設
さ
せ
、
歌
矩
(
歎
放
連
)
を
シ
ャ
ド
と
し
、

さ
ら
に
、
そ
の
歎
矩
を
ピ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
と
し
て
即
位
さ
せ
、
彼
に
「
幸
運
」
を
興
え
、
ま
た
、
チ
ュ
ル
ク
軍
の
勝
利
、
「
四
隅
な
る
」
敵
の
征

服
、
ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
に
よ
る
園
家
鐙
制
の
整
備
、

そ
し
て
チ
品
ル

ク
の
民
の
一
帽
枇
を
保
障
し
た
も
の
と
し
て
、

- 15ー

「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な

「天
」

か
く
も
盤
高
に
讃
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ー
ー
と
の
聞
い
に
答
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
が
、

ほ
か
の
如
何
な
る
時
で
も
な
い
、
ホ
シ
ョ
l

ツ
ア
イ
ダ
ム
碑
文
|
|
正
確
に
は
キ
ョ
ル
日
テ
ギ
ン
碑
文
ー
ー
を

建
設
し
た
ま
さ
に
そ
の
時
思
に
お
い
て
、
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
な
「
天
神
・
地
祇
」
の

「言
」

第、「
二、聖
可な
汗 る
園地
の・
君水
主」
とが
し
て何
、故

「命
」
に
つ
い
て
く
り
か
え
し
語
っ
た
理
由
、
ー
ー
ー

そ
れ
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

四

こ
と
で
、
私
は
、
突
阪
第
一
可
汗
園
時
代
に
、
併
教
が
そ
こ
へ
流
俸
し
て
い
た
事
買
を
重
視
し
た
い
。
と
れ
に
つ
い
て
は
、
羽
田
亨
向
、
山

@

@

@

 

崎
宏
氏
、
石
田
幹
之
助
氏
、
お
よ
び
フ
ォ
ン
H

ガ
ベ
ン
女
史
〈

k
r
gロ
O
与
ど
と
に
よ

っ
て
設
か
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
と
で
詳
述
す
る
の
は
避

け
、
い
ま
は
た
だ
、
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ブ
グ
ト
碑
文
に
つ
い
て
は

い
わ
ゆ
る
ブ
グ
ト
(
切

a
c
c
碑
文
中
の
例
数
に
関
す
る
記
事
に
鰯
れ
る
に
と
ど
め
る
。

@

@

 

ロ
シ
ア
文
で
震
表
さ
れ
た
そ
の
翻
詳
・
研
究
を
紹
介
し
て
お
い
た
が
、

か
つ
て
、

そ
の
の
ち
、
そ
れ
を
若
干
修
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q
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正

・
増
補
し
た
論
文
が
英
文
で
公
刊
さ
れ
た
。

こ
の
論
文
の
筆
者
ク
リ

ャ
シ
占

ト
ル
ヌ
イ

(ω
・
。
・
円ハ

-B
Z
O
B
可
』
)

と
リ
フ
シ
ツ
(
〈

〉

第

一
可
汗
園
の
ム
カ
ン
日
カ
ガ
ン
(
目
当
日、ゴ

「目
、w

ロ
"
冨
ロ
宮
口

ο白
百
ロ
・
木
汗
可
汗
、
木
汗
可
汗
、
木

粁
可
汗
。
在
位
五
五
三
|
五
七
二
)
の
弟
で
あ
る

マ
カ
ン
u
テ
ギ
ン

(
ヨ『
ぜ

q
r
uBw
冨

2
2
叶
高
5
)
と
い
う
王
族
の
功
業
を
讃
え
て、

ニ
ヴ
ア

「践
?
】

ル
H

カ
ガ
ン
(ロ
者
三
円
『
べ
P
Z
戸〈白
H
O白
百
ロ・

爾
伏
可
汗
。
他
鉢
可
汗
〔
佑
鉢
可
汗
〕
の
治
世
〔
五
七
二
|
五
八

二
に
お
け
る
小
可
汗
、

東
面
可
汗
)
の

時
代

(
五
七
二
|
五
八
一
)
に
、
チ

品
ル
ク
人
た
ち

(
可
正
r
C
に
よ
っ
て
、

F
2
2
n
)
と
に
よ
れ
ば
、
ブ
グ
ト
碑
文
は
、

そ
の
主
人
公
の
埋
葬
施
設
内
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
に
用

い
ら
れ
た
文
字
は

い
わ
ゆ
る

「
ス
l
ト
ラ
の
ソ
グ
ド
文

字

。

Z
ω
。
立
広
口
《印ロ
巴
宮
O
同
岳
向
的
口門

HE
》〉
、

ま
た
は

「
併
数
l
草
書
鐙
ソ
グ

ド
文
字

(
ω
o
m
Z∞
r
0・
E
Eこ
印
r
c
r
己
百
〈
)
」
な
ど
と
稀
さ
れ
る
文
字
、
使
わ
れ
た
言
語
は
ソ
グ
ド
語、

前
は
お
そ
ら
く
ブ
カ
日
夕
ル
カ

ン
(
?
)
(
(
・)
毛
}へ
丹ミ
矢
口
"
切
口
宮

司
白
Z
白
ロ
(

J

)

で
、

qHV
 

チ
ュ
ル
ク
名
を
帯
び
た
ソ

グ
ド
人
」
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

そ
し
て、

そ
の
草
稿
の
作
成
者
の
名

彼
vi 

「
ソ
グ
ド
語
に
精
通
し
た
チ
ュ
ル
ク
人
か
、

こ
の
碑
文
の
左
側
面
、
「
正
面
」
、
右
側
面
に
は
、

ソ
グ
ド
文
字
に
よ
る

ソ
グ
ド
語
銘
文
が
、

そ
し
て
、

「
背
面
」
に
は
、
ブ
ラ

1
フ
ミ
l
文

- 16ー

字
を
使
用
し
て
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
銘
文
が
、
そ
れ
ぞ
れ
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
ソ
グ
ド
語
銘
文
は
、
熟
練
者
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
た
よ
う
に
思
わ

れ
、
文
字
の
形
は
、
彫
刻
者
が
職
業
的

・
専
門
的
技
術
を
そ
な
え
て
い
た
こ
と
と
と
も
に
、
同
碑
文
が
比
較
的
古
い

時
代
に
ぞ
く
す
る
と
と
を

@
 

も
示
す
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
ブ
グ
ト
碑
文
の

「
正
面
」

の
第
七
行
か
ら
第
十
行
に
か
け
て
、

我
々
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
讃
む
。

「
〔
主
君
タ

ス
パ
ル

(
ワ
・
)〕
日
カ
ガ
ン

(
円

.4.H(可)
『
て

p
、H，
g
宮
門(
3
0同
冒
と
は
一
脚
々
(
マ
ユ
同〉
に
た
ず
ね
た
。
(中
略
)
、
そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
、
彼
は
、
主
君
。
フ
ミ
ン
H

カ
ガ
ン

あ

か

(羽毛
ヨ
ヨ
ー
可
帽、

p

∞E
Eロ
O
出

E
P
突
同
州
第

一一川
汗
園
初
代
の
カ
ガ
ン
)
の
(
霊
の
)
在
り
虚
に
語
り
か
け
た
。
か
く
、
『
〔
示
せ
!
〕
』
と
。
そ
し

て
、
主
君
ブ
ミ
ン
H

カ
ガ
ン
は
命
じ
た
。
『
お
お
、
主
君
、
タ
ス
パ
ル
H

カ
ガ
ン
よ
!

汝
は
、
偉
大
さ
の
た
め
に

〔欽
一
品
巴
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
う
ぎ
や

〔
依
語
〕
』
と
。
〔
紋
語
〕
、
そ
し
て
、
彼
は
命
じ
た
。
『一

つ
の
大
き
く
て
新
し
い
サ
ン
ガ

(印ロ
r
J
g召

mz
-借
伽
)
を
設
立
せ
よ
!

(
月
一ロ
r
当

@
 

ロ
d〈r
印ロ
ru
wd〈師同)
』
と
。

云
々
」
と
。



こ
の
最
後
の
語
中
の

g
ヨ
m
g
〈
俗
伽
)
は
、
「
衆
・
和
合
衆
」
と
漢
詩
さ
れ
、
本
来
は
、

徒
集
圏
」
を
示
す
が
、
こ
と
で
は
、

g
ヨ
mg'r削
目
白
(
借
伽
藍
摩
)
、
信
伽
藍
、
伽
藍
、

す
な
わ
ち
、
「
衆
園

・
信
園

・
僧
院
」
、

つ
ま
り
併
数
寺

院
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い
。
ク
リ
ャ
シ
ュ
ト
ル
ヌ
ィ
と
リ
フ

シ
ツ
と
が
、
「
同
碑
文
の
残
存
箇
所
か
ら
判
断
す
る
と
、

そ
れ
は
、

聖
な
る
命
令
の
ま
ま
に
魚
し
と
げ
ら
れ
た
タ
ス
パ
ル
自
身
の
行
震
か
、
ま
た
は
、

タ
ス
パ
ル
の
指
固
に
従
っ
て
、

@
 

を
設
立
し
た
こ
と
か
、
何
れ
か
を
語
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
「
修
行
僧
の
集
ま
り

一
「
併
数

マ
カ
ン
u
テ
ギ
ン
が
サ
ン

ガ

と
こ
ろ
で
、
ブ
グ
ト
碑
文
に
見
え
る
タ
ス
パ
ル
u
カ
ガ
ン

(ぺ
4w同
六
、

P

H，
s
-
u
R
O白
苫
ロ
)
は
、
中
園
史
料
に
い
わ
ゆ
る
他
鉢
可
汗
(
佑
鉢

可
汗
)
に
嘗
た
る
が
、
彼
が
傍
数
を
信
じ
、
領
内
に
伽
藍
を
建
て
、

経
典
を
北
斉
に
要
求
し
た
こ
と
が
『
惰
書
』
容
八
四
突
厭
俸
に
俸
え
ら
れ

て
い
る
。
周
知
の
史
料
で
、
い
ま
さ
ら
と
も
思
う
が
、
一
躍
引
用
し
て
お
く
。

斉
有
沙
門
恵
琳
、
被
掠
入
突
阪
中
、
因
調
佑
鉢
日
、
「
膏
園
富
強
者
、
震
有
傍
法
耳
」
、
途
設
以
因
縁
果
報
之
事
、
位
鉢
聞
而
信
之
、
建

一

伽
藍
、
遁
使
鴨
子
賛
氏
、
求
浄
名

・
浬
梁

・
華
巌
等
経
、
弁
十
諦
律
、
他
鉢
亦
朗
自
粛
戒、

透
塔
行
道
、
恨
不
生
内
地
。

こ
こ
の
、
佑
鉢
可
汗
が

二

伽
藍
」
を
建
て
た
と
い
う
記
事
が
、

ブ
グ
ト
碑
文
か
ら
推
定
さ
れ
る
、

タ
ス
パ
ル
H

カ
ガ
ン
そ
の
人
か

- 17ー

ま
た

は
、
彼
の
指
固
に
よ
っ
て
マ
カ
ン
H

テ
ギ
ン
か
、
t
||

こ
の
何
れ
か
が

二
つ
の
大
き
く
て
新
し
い
サ
ン
ガ
」
を
設
立
し
た
と
い
う
事
貧
に
相
嘗

す
る
こ
と
、

こ
れ
に
は
何
の
疑
い
も
な
い
。

し
か
も
、

」
れ
ま
た
幾
度
か
援
用
さ
れ
て
い
る
が

『
北
斉
書
』
省
二
O

餅
律
蒐
俸
に
付
箱
侍
さ
れ
た
劉
世
清
俸
に
、

代
人
劉
世
溝
、
(
中
略
〉
、
武
卒
末
、
(
中
略
〉
、

能
通
四
夷
語
、

震
嘗
時
第
一
、
後
主
命
世
清
、

作
突
厭
語
翻
浬
梁
経
、

以
遺
突
阪
可
汗
、

敗
中
書
待
郎
李
徳
林
、
帰
其
序
。

と
し
る
さ
れ
る
。

『
惰
書
』
容
四
二

李
徳
林
俸
に
、
「
〔
武
卒
〕一一一
年、

(中
略〉
、
零
除
中
書
侍
郎
、

〈
中
略
〉
、
五
年
、
〈
中
略
)、
零
除
逼
直
散
騎

常
侍
、

品米
中
書
侍
郎
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、

499 

は
隆
化
二

(
五
七
七
)
年
一
月
に
譲
位
し
て
い
る
し
、 李

徳
林
が
中
書
侍
郎
に
除
せ
ら
れ
た
の
は
武
卒
三

(
五
七
二
)
年
で
あ
る
。
ま
た
北
斉
の
後
主

上
越
の
よ
う
に
五
七
二
年
か
ら
五
八

一
年
に
わ
た
る
。
そ
う
だ

佑
鉢
可
汗
の
治
世
は
、



帯
一
一
百
』
突
欧
停
に

と
す
れ
ば
、
劉
世
清
俸
に
い
わ
ゆ
る
「
突
阪
可
汗
」
が
佑
鉢
可
汗

(
H
，S
宮
門

O
B
Eる
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
記
事
は
、
『
惰

位
鉢
可
汗
が
北
一賢
か
ら
浬
繋
経
を
浄
明

(維閥
単
)
経

・
華
巌
経
な
と
、

お
よ
び
十
諦
律
と
と
も
に
求
め
た
と
い
う
の
と
相
臨
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す
る
。

ガ
ン
ダ
1

ラ
出
身
の
閣
那
岨
多

Q
2
5宮
古門出
)
は
、

北
周
の
武
帝

に
よ
る
例
数
迫
筈
を
避
け
て
騎
閣
の
途
中
、
突
版
領
内
を
通
っ
た
さ
い
、
他
鉢
可
汗
に
曾
っ

て
滞
在
す
る
よ
う
に
請
わ
れ
、
そ
の
資
給
供
養
を

さ
ら
に

『大
唐
内
典
銭
』
径
五

「
大
乗
三
緊
峨
悔
程
」
に
よ
る
と、

う
け
て
そ
こ
に
十
有
除
載
と
ど
ま
り
、
そ
の
問
、
イ
ン
ド
か
ら
東
開
の
途
上
突
欧
中
に
い
た
沙
門
賀
渥
な
ど
と
逢
い
、
陪
初
、
長
安
に
入

っ
た

と
い
う
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
事
買
は
、
『
績
高
信
侍
』
警
一

「
惰
西
京
大
輿
善
寺
北
賢
豆
沙
門
闇
那
咽
多
惇
」

も
、
こ
れ
を
停
え
て
い
る
が
、
こ

れ
に
は
、

ジ

ユニ

ャ
l

ナ
グ
プ

タ
が

「頼
る
に
北
秋
の
君
民
を
以
て
し
、
頗
る
一隅
利
を
弘
」
め
た
と
の

べ
ら
れ
る。

ブ
グ
ト
碑
文
の
「
背
面
」

に
し
る
さ
れ
た
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
銘
文
は
、
あ
る
い
は

こ
の
ガ
ン

タ
l
ラ
生
ま
れ
の

ジ

品
ニ
ャ
l
ナ
グ
プ
タ
の
手
に
な
る
も
の
か
、
と
も
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思
わ
れ
る
が

明
ら
か
で
な
い
。

従
来
主
と
し
て
中
園
史
料
に
も
と
，す
い
て
考
察
さ
れ
て
き
た
併
数
の
突
阪
へ
の
流
俸
の
事
賀
、

は
、
ブ
グ
ト
碑
文
の
解
誼
に
よ

っ
て
こ
の
上
な
を
傍
読
を
得
た
が
、
突
欧
の
カ
カ
ン
、
王
族
、
ま
た
は
そ
れ
ら
に
近
い

「貴
族
」
が
例
数
に
改

と
く
に
佑
鉢
可
汗
の
治
世
に
お
け
る
そ
れ

宗
し
た
な
ど
と
い
え
ば
嘘
に
な
ろ
う
。
他
鉢
司
汗
が
、
恵
琳
の
説
く

「
因
縁
果
報
の
事
」
を
聞
い
て

「
こ
れ
を
信
じ
」
、
「
拐
み
ず
か
ら
粛
戒
し

て
遠
塔
、
行
道
し
、
内
地
に
生
ま
れ
ざ
り
し
を
恨
め
り
」
と
は
、
確
か
に
『
惰
室
百一』
突
欧
停
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
額
面
ど
お
り
受

け
と

っ
て
よ
い
か
ど
う
か
、
去
、
わ
め
て
問
題
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、

ク
リ
ャ
シ
ュ

ト
ル
ヌ

ィ
と
リ

フ
シ
ツ
と
が
ほ
ぼ
つ
ぎ

の
よ
う
に
の
べ
、
私
は
、

ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
い
う
。
ブ
グ
ト
碑
文
の
原
稿
を
執
筆
し
た
ソ
グ

ド
人
ま
た
は
チ
ュ
ル
ク
人
は
、
彼
が
〆
宅
?
と
可
ロバ

(
〉
〈

g
g
g
o
s
gゲ
〉
(
「
救
済
者
」
)
の
如、身
、ゾ
ロ
ア
ス
タ

ー
数
の
用
語
を
使
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
例
数
徒
で
は
な
か

っ
た
。
そ
し
て
、
ヵ
ガ
ン
た
ち
が
そ
の
数
え
を
求
め
た
紳
々
は
、
ソ
グ
ド
人
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
数
徒
、

ま
た
は
む
し
ろ
マ
ズ
ダ
数
徒
の
間
で
通
例
の
よ
う
に
奇
人

2
5丘
、
ミ
刷
。
と
呼
ば
れ
て
は
い
る
が
、
「
オ
ル

ホ
ン
諸
碑
文
か
ら
知
ら
れ
る
、
チ



@
 

ユ
ル
ク
の
天
・
地
の
神
々
と
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、」
|
|

と。

「オ

ル
ホ

ン
諸
碑
文
に
お
け
る
と
同
様
、

ブ
グ
ト
石
碑
の
カ
ガ
ン
の
主
要
な
諸
特
権
と
諸
機
能
と
は
、
神
々
と
民
衆
と
の
聞
の
媒
介
者
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
、
民
衆
を
保
護
し
、
金
銭

(
戦
利
品
?
)
を
分
配
す
る
こ
と
で
あ
る
。
神
々
と
の
霊
的
交
通
(
高
位
聖
職
者
と
し
て
の
君
主
の
機
能
)
は
、
後
世
の
オ
ル
ホ
γ
諸
記
念
物
に
お
け

@
 

る
よ
り
も
、
ブ
グ
ト
碑
文
の
宗
教
的
観
念
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
、
よ
り
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
」
、
ー
ー

と
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
上
述

の
み
な
ら
ず
ま
た
、

の
如
き
神
々
に

「
た
ず
ね
」
て
、
「
神
々
と
民
衆
と
の
聞
の
媒
介
者
の
役
割
」
を
果
た
し
た
タ
ス
パ
ル
H

カ
ガ

ン
は
、

マニ

ズ
ム
信
者
だ
っ
た
と
見
て
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
、
カ
カ
ン

に
し
て
か
く
の
如
く
で
あ
っ
た
以
上
、 や

は
り
本
質
的
に
は
シ

ャ

王
族
、
「貴
族
」
、
ま
し

て
い
わ
ん
や

「
チ
品
ル
ク
の
民
」
は
、
依
然
、

チ
占
ル
ク
に
固
有

・
惇
統
的
な
神
々
を
信
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六
世
紀
の
七
十
年
代
の
初

頭
ま
で
の
二
十
年
間
に
、
チ
品
ル
ク
の
支
配
的
な
宗
教
生
活
は
非
常
に
複
雑
化
し
た
。
シ

ャ
マニ

ズ
ム
と
と
も
に
彼
ら
に
停
統
的
な
天

・
地
崇

@
 

奔
、
組
先
崇
奔
と
あ
い
な
ら
ん
で
、
こ
の
時
期
に
、
ア
ジ
ア
の
大
宗
数
、
何
よ
り
も
ま
ず
マ
ズ
ダ
数
と
俳
数
と
に
よ
っ
て
大
き
い
影
響
が
興
え

ク
リ
ャ
シ
ュ

ト
ル
ヌ
ィ
と
リ
フ
シ
ツ
と
は
し
る
す
。

「
チ
ュ
ル
ク
の
部
族
連
合
が
強
力
な
一
帝
固
に
麗
容
し
た
、

ら
れ
た。

マ
ズ
、
タ
敬

・
併
数
の
布
数
に
劃
す
る
チ
ュ
ル
ク
人
た
ち
の
経
済
的

・
政
治
的
動
機
の
意
義
を
解
明
す
る
に
は
、

と
同
時
に
、
第
一
帝
図
形
成
の
初
頭
か
ら
、
そ
の
君
主
た
ち
が
、

な
お
多
く
の
研
究
が

- 19一

震
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
大
帝
園
の
支
配
に
賞
た
っ
て
、
軍
事
的
諸
要
因
の

み
な
ら
ず
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
諸
要
因
が
果
た
す
役
割
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

中
央
ア
ジ
ア
と
極
東
と
の
双
方
に
お
け
る
彼
ら

の
勢
力
範
圏
に
し
っ
く
り
適
合
し
て
い
た
併
敬
が
、

同
帝
園
の
君
主
た
ち
に
よ
っ
て
、

一
を
も
た
ら
し
う
る

一
個
の
普
遍
的
宗
数
形
態
と
見
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

@
 

園
の
社
曾
的

・
政
治
的
危
機
が
、

こ
の
過
程
を
停
止
さ
せ
る
に
い
た
っ
た
」
と
。
私
は
、

る
。
し
か
し
、
恵
琳
が
佑
鉢
可
汗
に
「
因
縁
果
報
の
事
」
と
と
も
に

「湾
園
富
強
者
、
魚
有
例
法
耳
」
と
読
き
、
こ
れ
が
、

信
」
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
原
因
で
あ
る
と
停
え
ら
れ
る
船
舶
に
、
私
は
注
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、
位
鉢
可
汗
が
、
例
数
を
、

西
方
移
動
後
の
ウ
イ
グ
ル
が
、

そ
の
多
民
族
的
帝
固
に
何
ら
か
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
統

五
八
一
年
に
始
ま
っ
て
、
衰
退
の
原
因
と
な

っ
た
同
帝

こ
と
ま
で
言
い
き
る
の
に
は
多
大
の
臆
踏
を
費
え

位
鉢
が
「
こ
れ
を

園
家
を
「
富
強
」
な

501 

ら
し
め
る
宗
教
と
考
え
た
と
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。
と
の
事
買
は
、

法
華
経

・
仁
王
経
と
な
ら
ん
で
鎮
護
園
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家
の
三
部
経
の
一

つ
と
さ
れ
る
金
光
明
粧
を
さ
か
ん
に
翻
諾
し
た
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

と
の
よ
う
に
、

チ
ュ
ル
ク
人
の
信
仰
の
深
さ
に
は
問
題
が
あ
る
に
せ
よ、

ま
た
、
そ
の
動
機
が
園
家
の

富
強
化

・
鋲
護
に
あ
っ
た
に
せ
よ
、

と
に

か
く
、
例
数
が
突
欧
第

一
可
汗
園
に
博
え
ら
れ

一
伽
藍

(
印ロ
r
J
S
ヨ
∞
E
(・山
門印
自
由
)
)
が
建
て
ら
れ
て
、
浄
名
(
維
摩
〉

・
浬
繋

・
華
巌

経
な
ど
と
十
諦
律
と
が
も
た
ら
さ
れ
、
少
な
く
と
も
浬
繋
経
の
「
突
欧
語
」
詳
ま
で
つ
く
ら
れ
た
こ
と
は
、
確
か
な
事
買
と
し
て
、

」
れ
を
認

め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
こ
ろ
で
、
私
は
、
前
項
の
移
り
で
、
ビ
ル
ゲ
川
カ
ガ
ン
が
、
突
厭
可
汗
園
の
君
主
と
し
て
、
第
二
可
汗
園
時
代
の
建
設
に
か
か
る
ホ
シ
ョ

ー

ツ
ア
イ
タ
ム
碑
文
で
、

「
ナ
シ

ョ
ナ

ル
」
な

「天」

「
聖
な
る
地

・
水
」
の
信
仰
を
聾
高
ら
か
に

く
り
か
え
し
語
っ

て
い
る
の
は
向
故
か

と
い
う
聞
い
を
渡
し
て
お
い
た
が
、
と
と
こ

こ
に
い
た
れ
ば、

そ
の
答
え
は
ほ
ぼ
明
か
で
あ
る
。

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に

ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
は

突
欧
可
汗
園
の
君
主
と
し
て
、

ホ
シ
ョ
l

ツ
ア
イ
ダ

ム
碑
文
で
、

第

一
可
汗
園
の
政
治
的

栄
光
を
讃
え
、
そ
の
瓦
解
|
|
カ
ガ

ン
な
ど
の
無
知
、
ベ
グ

・
民
の
不
知
、
唐
人
の
技
猪
さ
そ
の
他
に
よ
る
ー
ー
を
悲
し
み
、

第
二
可
汗
園
の

- 20ー

形
成
を
誇
り
、
ベ
グ
と
民
、

と
り
わ
け
後
者
の
服
従
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
政
治
的
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

の
白
河
揚
を
う
た
い
あ
げ
た
。

の

み
な
ら
ず
、
彼
は

チ

品
ル
ク
の
民
が
、
シ
ナ
人
の
甘
言
に
帥
吹
き
れ
、
中
園
特
産
品
の
魅
惑
に
湛
え
き
れ
ず
、

「
卒
野
」

に
近
づ
い
て

「死
ん

だ
」
こ
と
を
叱
責
し
、
そ
の
前
轍
を
踏
ま
ざ
る
よ
う
戒
め
、
ウ
チ
品
ケ

ン
山
を
本
撲
と
し
つ
つ
行
な
う
陵
商
貿
易
と
各
地
へ
の
遠
征
、
|

|
そ

れ
こ
そ
政
治
的
濁
立
と
と
も
に
経
済
的
濁
立
を
獲
ち
う
る
所
以
で
あ
る
と
告
げ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、

結
び
つ
い
た
「
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
鼓
吹
し
た
。

と
す
る
な
ら
ば
、
彼
が
、
君
主
と
し
て
、

「
政
治
的
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
密
接
に

第
二
可
汗
園
時
代
の
そ
の
碑
文
の
な
か

第
一

可
汗
園
時
代
に
、
表
面
的
な

で
、
そ
れ
ら
と
あ
い
な
ら
ん
で
、
チ
ュ

ル
ク
に
固
有

・
惇
統
的
な
信
仰
に
つ
い
て
く
り
か
え
し
語
る
の
は
、

が
ら
併
教
を
受
容
し
た
こ
と
へ

の
非
難
、
そ
れ
が
流
入
し
た
事
責
へ
の
反
慢
で
あ
り
、

「
ナ
シ

ョ
ナ

ル
」
な
信
仰
へ
の
回
開
、

い
わ
ば
「
信
仰

的
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ

ム」

の
宣
昭
で
あ
る
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
私
は
、

コ
序
文
」
中
の
、
前
に
引
用
し
た
つ
ぎ
の
文
章
に
、
と
く
に
注
目
す
る
。
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と
れ
は
、

チ
ュ
ル
ク
人
が

シ
ナ
人
の
甘
言、

「
柔
ら
か
き
絹
布
L
K
惑
わ
さ
れ
て

シ
ナ
に
「
近
づ
き
」
「
死
ん
だ
」

こ
と
を
想
起
さ
せ
た

文
章
の

一
部
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
「
悪
し
き
智
慧

(EH巴
も
て
考
え
い
た
り
き
、
彼
ら
」
の

「悪
し
き
智
慧
」
と
は
あ
る
い
は
、

@
 

「智
識

・
皐
問
」
の
意
義
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

中
園
か
ら
惇
わ

っ
た
併
数
を
指
す
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
玄
-
お
に

こ
の
見
解
は
、
必
ず
し
も

解
樟
過
剰
で
は
な
い
と
思
う
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
の
考
え
と
し
て
提
出
し
て
お
く
。

「
本
文
」
の
冒
頭
に
近
い
箇
所
で
、

弔
問
使
を
振
遣
し
た
園
々

・
民
々
を
列
参
し
て
、

さ
ら
に
ま
た
、

ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
は
、
第
一
可
汗
園
の
建
設
者
(
た
ち
)

の
死
を
の
べ
、

そ
の
葬
儀
に

- 21ー

「
か
く
も
祭
名
あ
る
カ
ガ
ン
(
た
ち
〉
な
り
き
」
と
い

っ
た
あ
と
で、

そ
れ
を
つ
い
だ
カ
ガ

ン
(
た
ち
〉
、

ブ
イ
ル
ク

(
た
ち
)
に
つ
い
て
、

「智
慧
な
、
き
(
E

F

m
印

F
N)

カ
ガ
ン

(た
ち
〉
治
め
た
り
き
、

悪
し
き

(
E
E田
ρ
)

カ
ガ
ン

そ
の
ブ
イ

ル
ク
(
た
ち
〉
も
智
慧
な
く
あ
り
た
り
き
、

の
、
カ
ガ
ン
(
た
ち
)
、

。フ
ィ
ル
タ
(
た
ち
)
の
「
無
智
」
「
悪
」
を
責
め
る
言
葉
の
な
か
に
は
、
併
教
を
受
容
し
た
こ
と
へ
の
非
難
が
と
め
ら

(
た
ち
)
治
め
た
り
き
、

悪
し
く
あ
り
た
り
ぎ
」

Q
何

P
口
開
。
〉

と
し
る
す
。

こ

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
断
定
は
で
き
ぬ
。

こ
う
見
て
く
る
と
、
私
が
、
前
項
で
、

ホ
シ
ョ
l

ツ
ア
イ
ダ
ム
碑
文
に
、

チ
ュ
ル
ク
に
固
有

・
停
統
的
な
信
仰
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
を
、

ト
ム
セ
ン
の
よ
う
に
、

な
態
度
で
あ
る
、
と
い
っ
た
理
由
は
、

た
ん
に

「
チ
品
ル
ク
の
信
仰
は
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
で
あ
っ
た
」
と
い
う

一
言
で
説
明
し
き
る
の
は
、

お
の
ず
か
ら
明
白
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
第
一
可
汗
園
時
代
に
お
い
て
、

あ
ま
り
に
非
歴
史
的

数
の
洗
躍
を
う
け
、

そ
の
崩
壊
、
そ
れ
に
つ
づ
く
約
牢
世
紀
に
わ
た
る
唐
へ
の
雌
伏
の
の
ち
、

皮
相
的
だ
っ
た
と
は
い
え
併

モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
ふ
た
た
び
猫
立
し
た
第
二
可

503 

汗
園
の
君
主
に
し
て
は
じ
め
て
、

「
政
治
的
・
経
済
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
撃
と
と
も
に
渡
し
う
る

「
信
仰
的
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
叫
び
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だ
っ
た
か
ら
で
あ
る。

し
か
し
、

ビ
ル
ゲ
H

カ
カ
ン

が
、
突
欧
可
汗
園
の
君
主
と
し
て
で
は
な
く
、

個
人
的
に
、

例
数
を
ふ
く
む
中
園
文
化
か
ら
の

訣
別、

そ
れ
の

拒
否
を
意
図
し
て
い
た
と
い
え
ば
、

ら
、
例
え
ば
『
、通地〈』

轡
一
九
八
突
阪
中
に
、
つ
ぎ
の
記
述
を
讃
む
か
ら
で
あ
る
。

小
殺

(
ビ
ル
ゲ刊
カ
ガ
ン
)
、
又
欲
修
築
城
壁
、
造
立
寺
観
、
噸
欲
谷
田
、
「
不
可
、
突
版
人
戸
寡
少
、
不
及
中
園
百
分
之
一
、

所
以
常
能
抗

拒
者
、

正
以
随
逐
水
草
、
居
底
無
常
、
射
胤側
負
業
、
人
皆
習
武
、
強
則
準
丘
ハ
抄
掠
、

弱
則
鼠
伏
山
林
、

唐
丘
ハ雄
多
、
無
所
施
用、

若
築
城

@

、

而
〔
居
〕
、
改
襲
奮
俗
、
一

朝
失
利
、
必
賂
震
唐
所
併
、
且
寺
観
之
法
、
数
人
仁
弱
、
本
非
用
武
争
強
之
道
、
不
可
置
也
」
、
小
殺
等
深
然

そ
れ
は
員
相
を
大
き
く
見
誤
っ

た
言
で
あ
る
。

何
故
な
ら
ば
、

我
々
は

こ
れ
ま
た
周
知
の
史
料
な
が

其
計
。

ビ
ル
ゲ
"
カ
ガ
ン
が
、
突
欧
領
土
内
に
「
城
壁
を
修
築
し
、
併
寺

・
道
親
を
造
立
せ
ん
と
欲
」

し
た
と
い
う
の

で
あ
る
。

ホ
シ
ョ
l

ツ
ァ
イ

- 22ー

ダ
ム
碑
文
に
お
け
る
、
上
述
し
た
如
品
目、、

「
政
治
的

・
経
済
的

・
信
仰
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
の
高
ら
か
な
叫
び
と
ま
っ
た
く
逆
の
こ

の
意
志

「
人
に
仁
弱
を
敬
う
る
」
例
法

・
道
教
へ
の
憧
憶
を

ト
ニ
ゴ
グ
ク
の
諌
言
を
う
け
た
の
ち
、

を
、
我
々
は
ど
う
説
明
す
べ
き
な
の
か
。
彼
は
、

ま
っ
た
く
棄
て
さ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
や
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
何
と
な
れ
ば
、
我
々
は
、
そ
の

の
ち
、
開
元
十
三

(七
二
五
)
年
に
、

「小
殺
者
、
仁
而
愛
人
、
衆
震
之
用
」

と
語
っ
た
の
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
(
『
通
典
』
突
欧
中
)
。
ビ

ル

「
仁
に
し
て
人
を
愛
」
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

な
お
か
つ

突
販
の
事
情
に
詳
し
い
張
読
が
、

ゲ
H

カ
ガ
ン
は
、
キ
ョ
ル
H

テ
ギ
ン
碑
文
の
建
設
(
七
一
一
一
一
一
)
の
わ
ず
か
七
年
前
に
、

「仁
に
し
て
人
を
愛
す
」
と

い
う
彼
の
性
格
が
、
彼
が

「
人
に
仁
弱
を
敬
う
」
る
例
法

・
道
教
を
突
欧
へ

導
入
せ
ん
と
し
た
一

つ
の
、
し
か
し

大
き
い
理
由
だ

っ
た
と
、
私
は
思
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

彼
t主

キ
ョ

ル
H

テ
ギ

ン
碑
文
を
建
て
た
さ
い

に
も
こ

の
希
望
を
抱
さ
つ
，つ
け
て

い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

私
は
、
ホ
シ
ョ
1

ツ
ア
イ
ダ
ム
碑
文
で
、
彼
が
、
多
く
の
意
味
で
チ
占
ル

ク
の
「
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム」

を
鼓
吹
し
う
た
い
上
げ
た
、
い
な
、

そ
れ
が
、
突
政
可
汗
園
の
君
主
と
し
て
、
彼
が
す
べ
て

の
園
民
に
語
り
聞
か
せ
る
べ
き、

公
的
な
銘
文
で

そ
う
ぜ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、



あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
う
。
私
が

い
ま
ま
で

ホ
シ
ョ
1

ツ
ア
イ
ダ
ム
碑
文
中
の
ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
の
語
に
あ
ら
わ
れ
た

「ナ

シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
」
を
語
る
に
嘗
た
っ
て
、

「
何
よ
り
も
ま
ず
突
蕨
第
二
可
汗
園
の
君
主
と
し
て
」
な
ど
、
」

れ
に
類
す
る
雪五
ロロ

を
く

彼ど
のい
君、ま
主、で
と に
しく
てり
でか
はえ

一
に
そ
の
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
れ
に
劃
し
て
、
上
掲
の
『
逼
典
』
の
記
事
が
示
し
て
い
る
の
は
、

な
く
、
あ
く
ま
で
ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ

γ
個
人
と
し
て
の
、
私
的
な
考
え
で
あ
る
。

し
た
の
は
、

公
人
と
し
て
の
彼
が
語
る
と
こ
ろ
と
、
私
人
と
し
て
の
彼
に
つ

い
て
俸
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
は
大
き
く
矛
盾
し
て
い
る
、

|
|
私
は
そ
う
思
う
。
そ
し
て
、

己
と

の
聞
を
微
妙
に
揺
れ
動
く
、
彼
の
人
間
的
な
惑
い

・
迷
い
は
、
公
的
な
銘
文
で
あ
る
ホ
シ
ョ
l

ツ
ァ
イ
ダ
ム
碑
文
の
わ
ず
か
な
文
章
か
ら

も
推
察
で
き
る
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
べ
る
の
は
別
の
機
舎
に
譲
り
た
ヤ

こ
の
よ
う
な
ビ
ル
ゲ
け
カ
ガ
ン
に
劃
し
て
、
ト
ニ
ユ
ク
ク
は
、
上
に
引
用
し
た

『
通
典
』
の
絞
述
か
ら
讃
み
と
れ
る
如
く
、
ま
た
、
張
設
の

「
敵
欲
谷
、
深
況
有
謀
、
老
而
盆
批
、
李
靖
・
徐
動
之
流
也
」

(『通
典
』
突
欧
申
〉

と
い
う
言
葉
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、

停
統
的
な
遊
牧
騎
馬
民
精
神
ゆ
た
か
な
武
人
で
あ
っ
た
が
、

私
は
、
君
主
と
し
て
の
自
分
と
個
人
と
し
て
の
自

チ
ュ
ル
ク
に
固
有

- 23ー

こ
れ
に
閲
し
て
は
次
項
で
一
言
す
る
。

五

「ス
l
ト
ラ
の
ソ
グ
ド
文
字
」

「
傍
数
l
草
書
鐙
ソ
グ
ド
文
字
」

お
そ
ら
く
は
五
八

0
年
代
の
初
頭
に
建
設
さ
れ
た
と
費
し
き
ブ
グ
ト
碑
文
は
、
前
述
の
通
り
、

を
用
い
、

ソ
グ
ド
語
で
し
る
さ
れ
て
い
る
。

ク
リ
ャ
シ
品
ト
ル
ヌ

ィ
と
リ
フ

と
こ
ろ
で
、
六
世
紀
の
第
四
・
四
牢
期
、

そ
の
論
文
の

一
箇

所

で

は

、

チ

品

ル

ク

第

二
ハ
ン
園
の
勃
興
に
先
立
つ
時
期
に
お
け
る
、

(中
略
)
、
君
主
た
ち
の
官
鹿

@
 

に
お
け
る
公
用
語
・
公
用
文
字
の
問
題
は
さ
て
お
い
て
、
云
々
」
と
慎
重
さ
を
一
万
す
。
し
か
し
、
ブ
グ
ド
碑
文
の
書
瞳
に
と
く
に
近
い
も
の
と

シ
ツ
と
は
、

「
(
前
略
〉
、

し
て
、

五
1

六
世
紀
に
ぞ
く
す
る
ベ
l
ロ

l
ズ

(
2
5る
そ
の
他
の
サ
l
サ
l
ン
朝
の
君
主
た
ち
の
ド
ラ
フ

マ
貨
幣
、

お
よ
び
そ
れ
ら
の
模

造
貨
幣
の
刻
文

(
g
m
5
4
5
mる
を
あ
げ
、

「
こ
れ
ら
の
刻
文
が
六
世
紀
に
ぞ
く
し
、

サ
l
サ
l
ン
朝
イ
ラ
ン
に
接
境
す
る
地
域
、
何
昆
よ
り

と
の
べ
た
あ
と
で
は
、

「
ブ
グ
ト
碑

505 

も
ま
ず
ト
ハ

l
レ
ス
タ
ー
ン
の
領
域
へ

の
チ

占
ル
ク
の
侵
入
と
関
連
す
る
と
想
定
す
べ
き
理
由
が
あ
る」
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文
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
刻
文
は

@
 

チ
ュ
ル
ク

の
君
主
た
ち
が
ソ
グ
ド
語

・
ソ
グ
ド
文
字
を
公
け
に
用
い
た
一

時
期
の
例
で
あ
る
」

と
い
う
。

フ
ラ
イ

(月

Z
・
司
ミ
る
は
、
「
い

か
な
る
所
興
の
地
域
に
あ
っ
て
も
、

そ
こ
で
用
い
ら
れ
る
言
語
は
、

四
つ
の
範
暗
に
分
け
ら
れ
う
る
」

と
い
い
、

ハ円
「
公
用
の
」

書
き
言
葉
、
∞
「
公
用
の
」
話
し
言
葉
、
同
家
庭
で
の
方
一
言
、

@
 

い
る
。
私
は
、

そ
し
て
、
制
宗
教
用
語
、

|
|
こ
の
四
種
を
あ
げ
て

マ
カ
ン
H

テ
ギ
ン
の
如
き
王
族
、

し
か
も
ム
カ
ン
H

カ
ガ
ン
(
木
汗
可
汗
)
の
弟
の
よ
う
な
高
貴
の
王
族
の
紀
功
碑
文
、

ブ
グ
ト
碑

「
公
用
の
」
書
き
言
葉
が
ソ
グ
ド
語
で
あ
り、

突
蕨
第

一
可
汗
園
の
、

@
 

そ
れ
を
し
る
す
の
に
ソ
グ
ド
文
字
が
使
わ
れ
て
い
た
と
と
を
示
す
と
思
う
。

遅
く
と
も
五
八

0
年
代
の
初
頭
ま
で
は
、

少
な
く
と
も

文
が
ソ
グ
ト
語

・
ソ
グ
ト
文
字
で
も
の
さ
れ
て
い
る
の
は

そ
し
て

ク
リ
ャ

シ
ュ
ト

ル
ヌ
ィ
と
リ

フ
シ

ツ
と
が
考
え
る
よ
う
に
、
ゾ
ロ
ア
ス

タ
ー
敬
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
マ
ズ
ダ
数
が
流
惇
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
宗

数
用
語

・
文
字
も
、
ソ
グ
ド
語

・
ソ
グ
ド
文
字
で
あ

っ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
疑
い
を
い
れ
な
い
。

「
公
用
の
」
話
し
言
葉
も
ま
た
ソ
グ
ド
語
で

あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
れ
は
わ
か
ら
な
い。

何
れ
に
せ
よ
、
ブ
グ
ト
碑
文
の
建
設
嘗
時
に
は
、

突
蕨
第
一

可
汗
固
に
お
い
て
は
、
少
な
く

と
も

「
公
用
の
L

書
き
言
葉

・
文
字
は

ソ
グ
ド
語

・
ソ
グ
ド
文
字
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る

「
チ
品

ル
ク
ー
ル
l

ン
鐙
文
字
」
、

我
園
で
一
般
に

- 24ー

「
突
版
文
字
」
と
呼
ば
れ
る
、

チ
品
ル

ク
に
固
有
の
文
字
は
、
ま
だ
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う。

『北
周
書
』
谷
五
O
突
欧
俸
に
は
、

「其
書
字
類
胡
」
と
し
る
さ
れ
、

突
阪
の
文

字
が
ソ
グ
ド
人
の
そ
れ
に
「
類
す
」
る
こ
と
が
停
え
ら
れ
て
い
る
。

「
チ
ュ

ル
ク
ー
ル
l
ン
睦
文
字
」
「
突
欧
文
字
」

が
、
一

見、

ソ
グ
ド
文
字

こ
れ
は
、
中
園
史
料
か
ら
も
推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち、

と
似
て
い
な
い

こ
と
を
思
え
ば

こ
の
記
事
は
、
突
阪
が
、
北
周
時
代
(
五
五
六
|
五
八
一

)
に
は
、

ソ
グ
ド
文
字
を
公
用
し
て
い
た
こ
と
を
物

語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、

さ
ら
に
、
『
晴
書
』
突
阪
府
聞
に
は
、
「
無
文
字
」
と
見
え
る
。
私
は
、
こ
こ
の
「
文
字
」

と
は、

突
欧
に
固
有
の
文
字
を
意
味
す
る

と
考
え
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

惰
代

(五
八
一l
l

六
一
八
)
に
な

っ
て
も
、
「
チ
品
ル

ク
ー
ル
l
ン
鰻
文
字
」
「
突
版
文
字
」
は
、

ま
だ
作
成

・

使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

さ
て

ひ
る
が
え
っ
て
見
る
に

さ
き
に
、
我
々
は
、
北
湾
の
後
主
が
、

「
能
く
四
夷
の
語
に
通
ず
る
こ
と
、
嘗
時
第

一」

と
稀
さ
れ
た
、



代
人
劉
世
清
に
命
じ
て
、
「
突
欧
語
」

に
翻
詳
し
た
浬
繋
経
を
作
ら
ぜ
、

位
鉢
可
汗
に
お
く
つ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
さ
に
そ
の
他
鉢
可
汗

の
治
世
(
五
七
一
丁
五
八
一
)
に
ブ
グ
ド
碑
文
が
作
成
さ
れ
、

嘗
時
、
「
チ
ュ
ル
ク
ー

ル
l
γ
瞳
文
字
」
「
突
厭
文
字
」

が
い
ま
だ
出
現
し
て
お
ら

ず
、
少
な
く
と
も
「
公
用
の
」
書
き
言
葉
が
ソ
グ
ド
語
、
文
字
が
ソ
グ
ド
文
字
で
あ
っ
た
こ
と
、
上
述
の
如
く
で
あ
っ

た
と
す
れ
ば
、
劉
世
清

⑬
 

と
は
ソ
グ
ド
語
、
そ
れ
に
用
い
た
文
字
は
ソ
グ
ド
文
字
で
あ

っ
た
と
考
え
て
、
高
誤
り
な
い
。

が
浬
興
経
の
翻
需
に
使
っ
た
「
突
欧
語
」

さ
ら
に
、
私
は
か
つ
て
、
突
阪
の
啓
民
可
汗
が
、
大
業
三

(六
O
七
)
年
に
、

陪
の
甥
帝
に
た
て
ま
つ

っ
た
上
表
文
ー
ー
も
ち
ろ
ん
漢
文
で
あ

る
ー
ー
の
文
章
中
か
ら
幾
つ
か
の
句
を
ひ
ろ
い
出
し
て
、

そ
れ
ら
を
、
ホ
シ
ョ
l

ツ
ア
イ
ダ
ム
碑
文
を
は
じ
め
と
す
る

諸
碑
文
の
チ
ュ
ル
ク
語

そ
の
漢
文
の
数
句
の
な
か
に
、
古
代
チ
ュ
ル

ク
語
の
い
い
ま
わ
し
に
き
わ
め
て
近
い
も
の
、
い
な、

の
直
書
と
も
思
わ
れ
る
句
・
語
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
ち
、
つ
F
の
如
く
の

べ
た。

「問
題
の
上
表
文
の
書
か
れ
た
時
期
に
一
番
近
い
時

代
の
チ
占
ル
ク
語
に
、
そ
の
上
表
文
中
の
諸
表
現
に
き
わ
め
て
近
い
、
い
な
、
ま
さ
に
そ
れ
自
身
の
ご
と
き
い
い
ま
わ
し
、

句

・
語
が
あ
っ

た

と
比
較
し
、

そ
の
古
代
チ
ュ
ル
ク
語
か
ら

え@与
る
な
ら
tま

そ
れ
ら
の
諸
表
現
を
、
そ
の
チ
ュ
ル
ク
語
の
翻
語
、
中
園
的
世
詳
と
考
え
る
こ
と
は
、

ど
く
自
然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
」

- 25-

し
か
し
、
陪
代
に
は
、

い
ま
だ
突
阪
に
固
有
の
文
字
は
存
在
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
上
の
推
定
が
正
し
い
な
ら
ば
、
従

っ
て
、
嘗
時

の
「
公
用
の
」

書
、
ぎ
言
葉
が
ソ
グ
ド
語
・
ソ
グ
ド
文
字
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
上
に
鏑
れ
た
上
表
文
は
、

チ
ュ
ル
ク
語
か
ら
翻
却
拝
さ
れ
た

ソ
グ
ド
語
か
ら
の
重
課
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
「公
用
の
」
書
き
言
葉

・
文
字
が
、

外
交
用
語
・

文
字
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、

ぎ
わ
め
て
嘗
然
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
ク
リ
ャ
シ
ュ
ト
ル
ヌ
ィ

は、

チ
ョ
イ

レ
ン
(円。』

Hg)鍛
遁
騨
の
東
北

ウ
ラ
ン
1

バ
l
ト

ル
の
東
南
一
八

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
サ
ン
サ
ル
l

ウ

l
ラ

(ω
自
由
民
-
C
Z〉
の
南
斜
面
に
築
か
れ
た
ク
ル
ガ
ン
上
に
立
つ
彫
像
の
前
面
に
、
「
チ
ュ
ル
ク

ー
ル

@
 

「突
厭
文
字
」
で
刻
さ
れ
た
銘
文
を
解
誼
・

設
表
し
た
。
彼
は、

ー
ン
睦
文
字
」

ま
ず
、

そ
の
上
の
タ
ム
ガ
の
一
っ

と、

『
唐
舎
要
』
倉
七
二

507 

諸
蕃
馬
印
の
僚
に
見
え
る
阿
史
徳
氏
の
馬
印
と
の
聞
の
酷
似
に
着
目
し
て
、
こ
の
銘
文
の
作
成
者
は
阿
史
徳
氏
に
属
す
る
者
で
あ
る
と
し
、
別
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の
タ
ム
ガ
と
ホ
シ
ョ
l

ツ
ァ
イ
ダ
ム
碑
文
、
オ
ン
ギ
ン

(O
ロ
m一口
〉
碑
文
な
ど
に
刻
さ
れ
た
そ
れ
ら
と

の
類
似
か
ら
、

つ
い
で
、
彼
は
、
銘
文
を
解
請
し
た
結
果
、
こ
れ
は
、
ト
ニ
ユ

ク
ク
す
な
わ
ち
阿
史

そ
の
作
成
は
突
欧
第
二

可
汗
園
時
代
(
六
八
二
|
七
四
四
)
に
か
か
る
と
考
え
た
。

徳
元
珍
が
、

エ
ル
テ
リ
シ

ユ
H

カ
ガ
ン
を
助
け
て
突
阪
第
二
一
円
汗
園
を
建
設
し
た

功
績
を
自
ら
し
る
し
た
も
の
だ
と
い
い
、

「
濁
立
お
よ
び
チ

デ
ル
ク

の
巳

(闘
家
)
の
復
興
を
求
め
て
の
戦
い
は
、
六
八
七
1

六
八
八
年
に
、

ウ
チ
品
ケ
ン
の
占
領
を
も
っ
て
終
り
を
告
げ
た
。

し
か
し

そ
の
園
家
の
建
設
者

l
iエ
ル
テ
リ
シ

7
カ
ガ
ン
ー
ー
は

六
九

一
年
十
一

月
に
浸
し
た
。

エ
ル
テ
リ
シ
ュ
の
在
世
中
に
ハ
ン
ガ
イ
の
南
界

に
建
て
ら
れ
た
チ

ョ
イ
レ
ン
銘
文
は
、
従
っ

て
、
六
八
八
1

六
九

一
年
の
も
の

で
、
最
も
古
く
編
年
さ
れ
う
る
古
代
チ
品

ル
ク
の
銘
文
、

@
 

ル
ク
第
二
カ
ガ
ン
園
で
最
初
に
文
字
を
し
る
し
た
記
念
物
と
見
な
さ
れ
う
る
」
と

の
べ
た
。

チ

品

ク
リ
ャ
シ
ュ
ト

ル
ヌ
ィ
の
解
語
に
は
問
題
が
あ
り

銘
文
の
内
容
、
作
成
年
代
そ
の
他
に
閲
す
る
彼
の
読
に
、
軽
々
し
く
は
従
え
な
い
。

し

思 と
わ

も|
要の
す二
る語
l乙 十士
、誤

ろえ
う
る

従
っ

て

か
し
、

添
付
さ
れ
た
模
寓
に
よ
る
か
ぎ
り
、
彼
の
タ

ム
ガ

に
閲
す
る
見
解
は
正
し
い
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
、
巴
ぽ
円
印刷
。
∞
苫
ロ

と
吋

ob(2
2〉

こ
の
碑
文
の
作
成
者
を
阿
史
徳
氏
に
ぞ
く
す
る
ト
ニ
ュ

ク
ク
と
見
な
し
て
は
ほ
ぼ
誤
り
な
い
と

我
々
が

チ
ョ

イ
レ
ン
銘
文
か
ら
い
い
う
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば

そ
れ
は

い
ま
の
と
こ
ろ

ト
ニ
品

ク
ク

- 26-

(阿
史
徳
元
珍
)
が
、
「
チ
占

ル
ク
ー

ル
l
ン
桂
文
字
」
「
突
欧
文
字
」
を
用
い
、

「
古
代
チ

占
ル
ク
語
」

「
オ
ル

ホ
ン
1

チ
ュ

ル
ク
一語」

に
よ
っ

て、

エ
ル
テ
リ
シ

?

カ
ガ
ン
と
自
ら
と
が
閲
興
し
た
何
ら
か

の
事
件
を
し
る
し
た
、
|
|
こ
の
一

事
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に
封
し
て
、
「
チ
品

ル
ク

ー
ル
l
ン
瞳
文
字
」
「
突
欧
文
字
」

で
「
古
代
チ
品

ル
ク
語
」

「オ

ル
ホ

ン
1

チ
ュ
ル
ク
一
語
」
を
刻
し
た
碑
文

の
う
ち
、
そ
の
大
韓
の
作
成
年
代
が
推
定
さ
れ、

建
設
年
代
が
明
白
で、

こ
れ
か
ら
見
て
最
も
古
い
も
の
|
|
チ
ョ

イ
レ
ン
銘
文
は

し
ば
ら

ト
ニ
品

ク
ク
自
身
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ、

@
 

ト
ン
(
〕
国
曲
目

E
oと
に

よ

れ
ば
開
元
十
三
(
七
二
五
)
年
ご

ろ
ー
ー
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
る。

く
こ
れ
を
お
く
ー
ー
は
、
パ
イ
ン
l

ツ
ォ
ク

ト
碑
文
(
ト
ニ

ュ
ク
ク
碑
文
)
で
あ
る
。

の
即
位
し
た
開
元
四

(
七
一
六
)
年
か
そ
の
直
後
に、

私
は
、

こ
の
碑
文
の
い
わ
ば
草
稿
は
、

碑
文
そ
の
も
の
は
、
彼
の
死
後

l
!
?
ミ
ル

ビ
ル
ゲ
日
カ
ガ

ン

そ
し
て
、

ホ
シ
ョ

ー
ツ

7

イ
ダ
ム
碑
文
の
う
ち
、

キ
ョ
ル
川
テ
ギ

γ
碑
文
の
建
設
が
開
元
二
十
(
七
三
一
一
〉
年
、

ピ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
碑
文
の
そ
れ
が
開
元
二
三
(
七
三
五
)



年
に
か
か
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
貫
で
あ
る
。
そ
の
他
、
同
種
の
碑
文
と
し
て
、
オ
ン
ギ
ン
(
。
ロ
包
乙

碑
文
、
イ
へ

1

フ
シ
ョ
ト

ゥ

Q
r
z・

同

r
g
Z
Z〉
碑
文
な
ど
が
あ
る
が
、
と
の
二
碑
文
の
作
成
・

建
設
年
代
に
閲
し
て
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
定
読
は
な
い
。
ハ
ミ
ル
ト
ン
は
、

こ

れ
ら
を
ふ
く
め
て
、
従
来
設
見
さ
れ
た
突
厩
の

「
ル
l
ン
瞳
文
字
」
碑
文
の
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
は
、
七
二
五
年
か
ら
七
三
五
年
に
い
た
る
、
ま

@
 

さ
に
そ
の
十
年
間
に
刻
さ
れ
た
と
結
論
し
て
も
大
過
あ
る
ま
い
と
い
う
。

こ
の
見
解
に
は
異
論
を
さ
し
は
さ
む
べ
き
払
跡
地
が
な
い

で
も
な
い。

し
か
し
、

ト

ニ
占
ク
ク
そ
の
人
の
手
に
な
る
彼
の
い
わ
ば
自
俸
で
あ
り
、
同
旬
。
-。
m一
世
間
肖

o
t
g
m
E
と
も
考
え
ら
れ
る
パ
イ
ン
1

ツ
ォ
ク
ト
碑

文
が
最
も
古
い
と
と
は
、

い
わ
で
も
が
な
の
明
々
白
々
た
る
事
貫
で
あ
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
確
貫
な
と
こ
ろ
、

ブ
グ
ト
碑
文
の
建
設
さ
れ
た
五
八

0
年
代
初
頭
、
推
定
を
加
え
る
な
ら
、

惰
末

(
六
一
八
〉
、

ー
ー
ーこ

た
突
厩
は
、

の
と
き
ま
で
、

少
な
く
と
も
「
公
用
の
」
|
|
従
っ
て
ま
た
外
交
的
な
|
|
書
き
言
葉

・
文
字
と
し
て
ソ
グ
ド
語

・
ソ
グ
ド
文
字
を
用
い

て
い

七

一
六
年
ご
ろ
1

|
|

ク
リ
シ
ュ

ト
ル
ヌ
ィ
の
設
に
し
て
従
う
べ
し
と
す
る
な
ら
六
八
八

l
六
九
一
年
ー
ー
ー
に
は
、

「
チ
ュ
ル
ク
l

- 27ー

ル
l
ン
鐙
文
字
」
「
突
欧
文
字
」
と
「
古
代
チ
品
ル
ク
語
」
「
オ
ル
ホ
ン
l

チ
占
ル

ク
語
」

と
を
公
用
す
る
に
い
た

っ
て
い
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら

IO. 

こ
こ
で
、
私
が
と
く
に
重
視
し
た
い
の
は
、

い
ま
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、

チ
ュ
ル
ク

の
「
ナ
シ

ョ
ナ

ル
」
な
文
字

・
言
語

を
最
初
に
使
っ
た
の
が
、

彼
ト
ニ
ユ
ク
ク
は
、

ン
が

「
城
壁
を
修
築
し
、
併
寺

・
道
観
を
造
立
せ
ん
と
欲
」
し
た
さ
い
、
「
若
し
城
を
築
き
て
居
り
、
奮
俗
を
改
援
せ
ば
、

必
ず
ま
さ
に
唐
の
た
め
に
併
せ
ら
れ
ん
と
す
。
且
つ
寺
観
の
法
は
、
人
に
仁
弱
を
敬
う
。

も
と
よ
り
用
武
争
強
の
道
に
非
ず
」
と
い

っ
て
こ
れ

を
諌
め
た
、
遊
牧
騎
馬
民
チ
ュ
ル

ク
の

「
蓄
俗」、

ト
ニ
品
ク
ク
で
あ
る
と
い
う
事
買
で
あ
る
。

前
に
鯛
れ
た
よ
う
に
、

そ
の
主
君
ビ
ル

ゲ
n
カ
ガ

一
朝
利
を
失
わ
ば
、

以
で
あ
る
と
信
じ
て
や
ま
ぬ
生
粋
の
武
人
で
あ
っ
た
。

「
老
い
て
盆
々
批
な
り
」
と
稿
さ
れ
た
批
土
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
ト
ニ
ュ
ク
ク
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば、

そ
れ
に

固
有
の
停
統
『乙

ーあ
七、く
にま
しで

ス量
を℃

愛
す そ

の
保
持
こ
そ
園
家
を
危
殆
に
陥
れ
ざ
る
所

ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
が

と
許
せ
ら
せ
た
の
と
ま

っ
た
く
封
照
的

に

彼
が
、
第
一
可
汗
園
で
公
用

509 

さ
れ
て
い
た
外
来
の
ソ
グ
ド
文
字
・
ソ
グ
ド
語
を
拒
否
し
、
自
ら
の
碑
文
を
、
五
八

0
年
代
初
頭
な
い
し
惰
末
(
五
八

一
〉
以
後
、
遅
く
と
も
七
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し
か
も
多
分
ソ
グ
ド
文
字
を
も
と
と
し
四
|

作
成
さ
れ
、
「
オ
ル
ホ
ン
l

チ
占
ル
ク
語
」

一
六
年
ご
ろ
に
い
た
る
聞
に
|
|
私
の
考
え
に
よ
れ
ば
お
そ
ら
く
モ
ン
ゴ
ル
高
原
に
お
い
て
、

「ナ

シ
ョ
ナ

ル
」
な

「
チ

ユ
ル
ク
ー
ル

l
ン
艦
文
字
」

の
音
韻
鎧
系
に
見
事
に
遁
合
さ
せ
ら
れ

洗
練
さ
れ
る
に
い
た

っ
て
い
た

「
突
欧
文
字
」
を
使
用
し
、
同
じ
く

「
ナ
シ
ョ
ナ

ル
」
な
「
オ
ル

ホ
ン
1

チ
ュ
ル
ク
語
」

l
l自
園
語
|
|
で
し

る
し
た
の
は
、

し
ご
く
や
田
然
の
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
ト
ニ
占

ク
ク
の
敷

い
た
路
線
に
乗
り
、
ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
が
、

ル
ホ
ン
i

チ
品

ル
ク
語
」

と
を
用
い
て

そ
の
「
チ
ュ
ル
ク

ー
ル

l
ン
鐙
文
字
」
「
突
版
文
字
」
と
「
オ

「
政
治
的

・
経
済
的

・
信
仰
的
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
讃
え、

い
わ
ば
「
文
字
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
稿
賞

ホ
シ
ョ
l

ツ
ァ
イ
タ
ム
碑
文
で
あ
っ
た
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

鼓
吹
し
、
そ
の
田
町
揚
を
語

っ
た
の
が

ホ
シ
司
l

ツ
ア
イ
ダ
ム
碑
文
は、

の
う
た
で
も
あ

っ
た
と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

〔後
記
〕

門広
巾
ロ
印

円
、

g
巾
ロ
印
2
∞
ロ
町
民
困
問
ロ
昨
日

仏

m
-V3
2
H
F匂
色
。
ロ
仏
向

本
稿
を
草
し
お
わ
っ
て
か
ら
、
山
本
達
郎
数
授
よ
り
、
バ
ザ
ン
氏
の
一
論
文
を
奔
借
し
た
。
「

∞
S
F

z叶
E
8
2
ω
o
m
-

- 28一

】
凶

c
m
E

(冨
oロ
∞

o
F
)
J
宮

色

目
的
四
日

-5
∞
己
吉
田

G
Z
g
o
h岡
市
同
昨
日

伊

仲
同
ロ
戸
開

異
に
す
る
箇
所
も
あ
る
。

し
か
し
、
本
稿
が
成
っ
た
あ
と
で
も
あ
り
、

切

g
zロ
E
P
3
3・
5
司
・
が
そ
れ
で
あ
る
。
私
の
本
稿
と
ほ
ぼ
同
じ
問
題
を
あ
つ
か
っ
て
お
り
、

意
見
を
同
じ
く
す
る
黙
が
多
い
が
、

ま
た
、
バ
ザ
ン
氏
の
見
解
に
よ

っ
て
自
設
を
訂
正
す
る
必
要
も
認

め
な
か
っ
た
の
で
、
も
と

の
形
の
ま
ま
で
設
表
す
る
。

山
本
数
授
の
御
好
意
に
感
謝
す
る
。

註①
キ
ョ
ル
日
テ
ギ
ン
碑
文
に
あ
っ
て
、
一

人
格
で
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
碑

文
の
文
章
を
し
る
し
た

守
王
・
)
ヨ
ル
リ
グ
u
テ
ギ
ン
(

J

へo
--J
、
叶
o
E
ロ
)

以
外
は
、
す
べ
て
ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
(
眺
伽
可
汗
)
で
あ
る
。
こ
れ
に
射
し

て
、
ビ
ル
ゲ
"
カ
ガ
ン
碑
文
に
お
い
て
は
、
ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ソ
、
ヨ
ル
リ
グ
"

テ
ギ
ン
の
ほ
か
に
、
同
碑
文
を
建
て
た
登
利
可
汗
(
吋
E
=
O州

4
2〉
が

一
人
稽
で
語
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
筆
者
が
誰
で
あ
る
に
せ
よ
、

ピ
ル

ゲ
H

カ
ガ
ン
が

一
人
稽
で
示
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
を
、
ビ
ル
ゲ
H

カ
カ
ン
の

語
と
見
な
し
た
。

②

碑
文
の
文
章
の
引
用
は
、
す
べ
て
キ
ョ

ル
H

テ
ギ
ン
碑
文

(I
〉
か
ら

こ
れ
を
行
な
う
。
ビ
ル
ゲ
N

カ
ガ
ン
碑
文

〈日
〉
と
の
字
句
の
相
違
は
、
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特
別
の
場
合
を
の
ぞ
い
て
は
註
記
せ
ぬ
。
な
お
、
私
が
示
し
た
碑
文
の
本

文
の
解
讃
・
翻
謬
に
は
、
従
来
の
通
説
と
異
な
る

箇
所
が
少
な
く
な
い

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
一
々
註
記
し
な
い
。
解
讃

・
翻
謬
に
骨
固
た
っ
て
は
、

パ
ザ
ン
(円
、
.
回
目

Z
〉
氏
と
の
意
見
の
交
換
か
ら
盆
す
る
と
こ
ろ
が
多
か

っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
同
氏
に
謝
意
を
表
す
る
。
本
稿
の
目
的
の

一
つ

が
、
私
の
解
剖
調
・
翻
謬
を
公
け
に
し
て
樽
雅
の
叱
正
を
乞
う
駄
に
あ
る
こ

と
を
あ
ら
か
じ
め
こ
と
わ
っ
て
お
く
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
ホ

シ
ョ
ー
ッ

ァ
イ
ダ
ム
碑
文
に
見
え
る
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
に
つ
い
て
論
じ、

パ
イ

ン
l

ツ
ォ
ク
ト
(
回
同
一
口
'
吋
臼
O
E
o
)
碑
文
(
ト
ニ
ュ
ク
ク
(
、
『
o
b
z
z
)

碑
文
)

(

T

)

に
閥
し
て
は
、
例
外
的
に
し
か
の
べ
ぬ
。
従
来
、
私
自
身

を
も
ふ
く
め
て
、
ホ
シ
ョ
i

ツ
ァ
イ
ダ
ム
碑
文
と
パ
イ
ン
ツ
ォ
ク
ト
碑

文
と
を
一
括
し
て
取
り
あ
つ
か
う
こ
と
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
雨

種
の
碑
文
の
閣
に
は
、
言
語
的
に
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
に
あ
ら
わ
れ
た

思
想
に
も
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
パ

イ
ン
l

ツ
ォ
ク

ト
碑
文
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
曾
に
論
じ
て
み
た
い
。

③
私
は
、
・
ロ

ro「
J
'
z
r
2
J
-
r
o『J
・陣

r
o
y
ι
r
o
y
-
-
Z
?

な
ど
の
表
現
は
、
そ
の
動
詞
の
穴
o
ミ
2
E
E
形
で
示
さ
れ
た
行
震
が
、

例
え
ば
、
「
速
か
に
」
「
確
貨
に
」「
力
強
く
」
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
す

と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
、
宮
ど
g
c
r
o
?
を
、
い
ち
お
う
「
克
ち
お
え

る
」
と
調
押
し
た
が
、
こ
れ
は
、
「
確
買
に
克
つ
L

「
力
強
く
克
つ
」
な
ど
と

い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

④
内
回
吟
風
氏
は
、
室
黙
蜜
を
ホ
シ
ョ
ー
ツ
ァ

イ
ダ

ム
碑
文
中
に
見
え
る

「突
廠
祖
宗
二
人
の
中
の

r
g
E
F
可
汗
そ
の
人
で
あ
る
と
し
、
回
C
E
E

可
汗
を
室
黙
蜜
の
兄
な
る
土
門
可
汗
に
嘗
て
る
の
が
、
殆
ど
定
説
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
甚
だ
疑
わ
し
い
」
と
い
わ
れ
た
が
、
私
に
よ
れ
ば
、

こ
の
内
回
読
は
甚
だ
疑
わ
し
い
。

そ
の
理
由
は
、
別
に
の
ベ
る
。
内
田
吟

風
「
西
突
版
初
世
史
の
研
究
」
『
北
ア
ジ
ア
史
研
究
鮮
卑
柔
然
突
版
篇
」

京
都
、

昭
和
五
十
年
、
四
三
三
頁
。

⑤

キ

ョ

ル
H

テ
ギ
ン
碑
文
に
は
た
ん
に
玄
口
問
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
は、

ビ
ル
ゲ
H

カ
ガ
ン
碑
文
に
従
う
。

⑤

こ
れ
と
、
こ
れ
に
つ
づ
く
文
章
と
の
主
語
は
、
チ
ュ
ル
ク
で
あ
る
。

⑦

こ

の

「右

(
南
)
に
」
の
語
は
、
「
卒
野
に
住
ま
ん
」

に
か
か
る
。

@

こ

こ

の

Z

E
(「
卒
野
」
)
を
、
パ
ン
グ
(巧
・
∞
吉
岡
〉
は
、

「
パ
イ

カ
ル
の
北
方、

東
北
方
に
ひ
ろ
が
る
一中
野
」
と
解
し
、
こ
れ
に
謝
し
て
、

パ
ル
ト
リ
ド
(
〈
・
〈
.
切
ω
ユ
o円

εは
、
「
中
園
と
接
境
す
る
モ
ン
ゴ
ル

地
域
」
と
と
っ

た
。
私
は
、

バ
ル
ト
リ
ド
の
意
見
に
賛
成
す
る。

d
〈・

∞
hW2m-
EN
ロ《凶ぬロ

r
o
r門口
同-runyoロ回同岡田
nFユ問問。ロ
J

、『
-
J

〈
o-・
同一門-

H

∞由
m
y
ω
・
5
・
〈
・
〈
・
∞
ω
『件。
コ
ゲ

2
0
3〈ロ叉』
Z

『r
臼
-co
ロ曲
ι
1巴
即

幽『白
Z
E
o
E
o
m
E
r
-
-
ω
o
m
F
Z
E
E
-
同O自
・
〈
・
7
向。回
r
g・
5
2・

帥

21
・
N
∞
印
・

⑨
そ
の
ほ
か
、

口
開
企
-

⑫
「
確
寅
に
獲
得
す
る
L

、
「
確
貨
に
保
障
す
る
」
な
ど
を
一示す
の
で
あ
ろ

ぅ
。
註
③
参
照
。

⑪
そ
の
ほ
か
、

ロ
ωω
・

⑫

キ

ョ

ル
H

テ
ギ
ン
碑
文
に
は
、

Zι
ロ
ロ
々
と
〉
r
r
E
R
Z
で
し
る
さ

れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
ビ
ル
ゲ
川
カ
ガ
ン
碑
文
に
従
う
。

⑬
の
ち
の
ウ
イ
グ
ル
の
カ
ガ
ン
た
ち
が
、

〉
可
吋

E
『三郎
A
三

r
z
-
Eぷ

。
-
再
三
日
ぷ
丘
司
(ロ
)
r
c
-
c
m
z
-
m郎』向
w
z
p
、H，
bgユ品川
同
三
位
向

rc-自
民

三官
〈
ロ
)
』
ロ
己
ロ
可
三
巴
『

r--m出
』
ω
B
P
〉
可
寸

Z
ユ品
開
A
E
rc
-B
ぷ

r
E
E
m
r
-
-阿
部
』
ω
E
P
〉
可
斗
陣。ユ
門芯

』
E
r
z
-自円
相
白芯
(ロ
)
r
F-刷出

- 29ー
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宮
志
ロ

な
ど
と
叩
刑
さ
れ
た
信
仰
的
源
流
は
、
こ
こ
に
援
す
る
と
、

私
は
思

。

〉
勺
ノ

⑬

己
と
同

C
Z
と
が

F
Oロ
壬
立
三

と
し
て
用
い
ら
れ
る

場
合
が
多
い

の
か
ら
見
る
と
、
「
法
」
は
「
悶
」
を
も
意
味
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑬

こ
れ
に
闘
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
拙
稿

「
叶
o
ミ

Z
Z
碑
文
に
見

え
る

r
o
m
p
-
r
u
m
E
l宮
予
ロ
に
つ
い
て
」
『
東
洋
察
抑
制
』
五
二
|

て

昭
和
四
四
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑮

例
え
ば
、
「
上
に
て
蒼
き
天
、

下
に
て
褐
き
地
、
作
ら
れ
し
と
き
」
(日

ゲ
ロ
何
N
・〉
、
「
上
に
て
天
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ざ
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に
て
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裂
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ざ
ら
ば
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ま
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天
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。

⑫
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ま
な
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と
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云
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〈
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「
九
姓
オ
グ
ズ
の
民
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地
を
、
そ
の
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を
捨
て
て
、

シ
ナ
へ
行
け
り
」
(
口
明

ω印・)
な
ど
。
こ
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ら
、
と
く
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後
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え
る

「
九
姓
オ
グ
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の
民
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地

・
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ュ
ル
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聖
な
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・
水
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て
、
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九
姓
オ
グ
ズ
の
民
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け
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地
祇
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意
味
す
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か
、
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も
思
わ
れ
る
が
、
し
い
て
そ
う

解
す
る
に
は
お
よ
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ま
い
。

⑬
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・
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、
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、
ま
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、
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聖
な
る
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・
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、
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な
る
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所
(
複

数
)
と
川
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す
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と
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え
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が
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意

見
は
と
ら
ぬ
。
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、
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博
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史
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篇
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昭
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、
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再
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史
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史
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司
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葎
唐
書
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九
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上
突
廠
停
上
に
は

「
居
」
字
が
あ
り
、
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新
唐
書
』

省
二
一
五
下
突
欧
停
下
に
は
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若
城
而
居
」
と
見
え
る
。
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こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
「
ア
ジ
ア
文
化
研
究
曾
」

(昭
和
五
十
年
十

二
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日
)
で
毅
表
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前
述
の
よ
う
に
、

ソ
グ
ド
語
銘
文
が
熟
練
者
に
よ

っ
て
刻
ま
れ
た
ら
し

く
、
文
字
の
形
か
ら
、
彫
刻
者
が
職
業
的

・
専
門
的
技
術
を
そ
な
え
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
だ
と
す
れ
ば
、
ソ
グ
ド
語
・

ソ
グ
ド
文
字
は
、
か
な
り

廃
く
通
用
し
て
い
た
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
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劉
世
清
が
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四
夷
の
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精
通
し
て
い
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以
上
、

彼
が
ソ
グ
ド
語
に

も
通
じ
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と
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こ
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を
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に
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な
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。

⑬

拙

稿

「
突
阪
の
磨
民
可
汗
の
上
表
文
の
文
章
」

『
古
代
ト
ル
コ
民
族
史

研
究
i
』
、
東
京
、
昭
和
四
二
年
、
四
六
六
頁。

@

ω
・
。
・
5
」
白
m
g
E
己
・
河
口
口
一
m
g
r
己
防
ロ
白
内
田
句
U
W
W
〈

O
臼
丹
0
2
0』

m
o
r
r
ω
Z
E
齢
、
H，E
n
u
p
回
口
含
唱
。
師
陣
・
H
由
吋
H
・
2
『
-
M怠
|M印∞・

@

0司
-
n
t
・
-
回
同
門
・
自
由
l
l
N
印
叶
・

@

マ
l

ロ
フ

3
・
開
・
玄
色
。
る

は
、

チ
ョ
イ
レ
ン
銘
文
に
つ
い
て、

こ

の
銘
文
は
、
彫
像
と
無
関
係
で
、
彫
像
は
、

た
ん
に
銘
文
を
施
す
材
料
と

し
て
利
用
さ
れ
た
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
、
ま
た
、
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@
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
昭
和
五
十
年
度
東
洋
文
庫
秋
期
東
洋
事
講
座
」

(
昭
和
五
十
年
十
月
二
八
日
)
と
、

「
内
陸
ア
ジ
ア
史
皐
曾
」

(昭
和
五

十
年
十

一
月
四
日
)
と
で
毅
表
し
た。
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The Khosho-Tsaidam Inscriptions:Turkish (Tu-jue)

“Nationalism ”under the Second Turkic Khanate

MａｓｆｆｌｏＭｏｒi

　　　

Bilga Qaran expressed, in the Khosho-Tsaidam inscriptions, not only

“political nationalism ” but ａ sort of “ economic nationalism ” as well.

He considered profits from the international caravan trade and　from

plundering ｅχpeditions to be the basis of the economic independence of

the Tu-jue｡

　　　

Moreover, he emphasized the worship of “ Heaven”and “ Holy Earth･

Water ”，the traditional belief of the Tu-jue. In stressing this‘ヽreligious

nationalism ” he seems to have opposed the goodwill towards Buddhism

felt by the qarans of the First Turkic Khanate, which is attested not

only by the Chinese sources but also by the Bugut inscription｡

　　　

It may be inferred from the Bugut inscription that Sogdian was the

“official ” written language and script of the First Turkic Khanate down

to the 8O's of the sixth century at the latest. And there is every reason

to believe that Tonyuquq used the " national ” Turkic language and the

Turkic “ runic ” script for the firsttime in the Cojren and the Bain-Tsokto

inscriptions.

　

It is no wonder that he should have　been the first to use

the " national ”language and script, as he was a“nationalist ” and loyal

to the traditions of the Tu-jue. The Khosho-Tsaidam inscriptions symbolize

ａ“ cultural nationalism ”，tｏｏ｡

　　　

Bilga Qaran laid stress on nationalism in all senｓｅｓｏｆｆｉｃｉａｌり,but it

must not be forgotten that pｒiｖａtｅりhe felt himself drawn to Chinese

　

●●●

　

●civilization.
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